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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単一のセルにサービス提供する複数の物理送信アンテナ要素を備えるシステムのための
測位基準信号（ＰＲＳ）シーケンスを生成する方法であって、
　前記複数の物理送信アンテナ要素のサブセットに特異の物理アンテナポート（ＰＡＰ）
識別子（ＩＤ）を割り当てることと、
　前記複数の物理送信アンテナ要素の前記サブセットのためのＰＲＳシーケンスを生成す
ることと、ここにおいて、各ＰＲＳシーケンスは、前記複数の物理送信アンテナ要素の前
記サブセットにおける１つの物理送信アンテナ要素に対応し、関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、対
応する物理送信アンテナ要素のためのＰＲＳシーケンスを生成するために使用される長さ
３１ゴールドシーケンスのためのシードに追加され、前記関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、前記対
応する物理送信アンテナ要素のＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）に基づく、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記複数の物理送信アンテナ要素は、分散型アンテナシステム（ＤＡＳ）を備える、請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数の物理送信アンテナ要素は、遠隔ラジオヘッド（ＲＲＨ）を使用して実現され
る、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記ＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）は、位置サーバによって、前記対応する物理送信アンテナ要素
に関する観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報の一部として送信される、請求項１に記
載の方法。
【請求項５】
　前記ＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）は、モバイル局で複製のＰＲＳシーケンスを生成する能力を示
す受信された情報に少なくとも部分的に基づいて、前記対応する物理送信アンテナ要素に
関する前記観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報の一部として送信される、請求項４に
記載の方法。
【請求項６】
　前記複数の物理送信アンテナ要素の前記サブセットにおける前記複数の物理送信アンテ
ナ要素のうちの少なくとも１つに関してｆ（ＰＡＰｈ）＝０である、請求項１に記載の方
法。
【請求項７】
　通信インタフェースと、ここにおいて、前記通信インタフェースは、モバイル局（ＭＳ
）に観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報を送るためのものであり、ＯＴＤＯＡ支援情
報は、物理アンテナポート（ＰＡＰ）識別子（ＩＤ）を備える、
　前記通信インタフェースに結合されたプロセッサと
　を備え、前記プロセッサは、
　単一のセルにサービス提供する複数の物理送信アンテナ要素の各々に特異のＰＡＰ　Ｉ
Ｄを割り当て、
　前記複数の物理送信アンテナ要素のサブセットのためのＰＲＳシーケンスを生成する、
ここにおいて、各ＰＲＳシーケンスは、前記複数の物理送信アンテナ要素の前記サブセッ
トにおける１つの物理送信アンテナ要素に対応し、関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、対応する物理
送信アンテナ要素のためのＰＲＳシーケンスを生成するために使用される長さ３１ゴール
ドシーケンスのためのシードに追加され、前記関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、前記対応する物理
送信アンテナ要素のＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）に基づく、
　ように構成される、装置。
【請求項８】
　前記複数の物理送信アンテナ要素は、分散型アンテナシステム（ＤＡＳ）を備える、請
求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記複数の物理送信アンテナ要素は、遠隔ラジオヘッド（ＲＲＨ）を使用して実現され
る、請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
　前記装置は位置サーバである、請求項７に記載の装置。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、前記ＭＳで複製のＰＲＳシーケンスを生成する能力を示す受信され
た情報に少なくとも部分的に基づいて、前記対応する物理送信アンテナ要素に関する前記
観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報の一部として前記ＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）を含むよう
にさらに構成される、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記複数の物理送信アンテナ要素の前記サブセットにおける前記物理送信アンテナ要素
のうちの少なくとも１つに関してｆ（ＰＡＰｈ）＝０である、請求項７に記載の装置。
【請求項１３】
　通信手段と、前記通信手段は、モバイル局（ＭＳ）に観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支
援情報を送るように構成され、ＯＴＤＯＡ支援情報は、物理アンテナポート（ＰＡＰ）識
別子（ＩＤ）を備える、
　前記通信手段に結合された処理する手段と
　を備え、前記処理する手段は、
　単一のセルにサービス提供する複数の物理送信アンテナ要素の各々に特異のＰＡＰ　Ｉ
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Ｄを割り当てるための手段と、
　前記複数の物理送信アンテナ要素のサブセットのためのＰＲＳシーケンスを生成するた
めの手段と、ここにおいて、各ＰＲＳシーケンスは、前記複数の物理送信アンテナ要素の
前記サブセットにおける１つの物理送信アンテナ要素に対応し、関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、
対応する物理送信アンテナ要素のためのＰＲＳシーケンスを生成するために使用される長
さ３１ゴールドシーケンスのためのシードに追加され、前記関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、前記
対応する物理送信アンテナ要素のＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）に基づく、
　をさらに備える、装置。
【請求項１４】
　前記複数の物理送信アンテナ要素は、分散型アンテナシステム（ＤＡＳ）を備える、請
求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記複数の物理送信アンテナ要素は、遠隔ラジオヘッド（ＲＲＨ）を使用して実現され
る、請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　前記装置は位置サーバである、請求項１３に記載の装置。
【請求項１７】
　前記処理する手段は、前記ＭＳで複製のＰＲＳシーケンスを生成する能力を示す受信さ
れた情報に少なくとも部分的に基づいて、前記対応する物理送信アンテナ要素に関する前
記観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報の一部として前記ＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）をさらに
含む、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記複数の物理送信アンテナ要素の前記サブセットにおける前記物理送信アンテナ要素
のうちの少なくとも１つに関してｆ（ＰＡＰｈ）＝０である、請求項１３に記載の装置。
【請求項１９】
　プロセッサによって実行されるときに、単一のセルにサービス提供する複数の物理送信
アンテナ要素を備えるシステムのための測位基準信号（ＰＲＳ）シーケンスを生成する方
法におけるステップを実行する命令を備える非一時的なコンピュータ可読媒体であって、
前記ステップは、
　前記複数の物理送信アンテナ要素のサブセットに特異の物理アンテナポート（ＰＡＰ）
識別子（ＩＤ）を割り当てることと、
　前記複数の物理送信アンテナ要素の前記サブセットのためのＰＲＳシーケンスを生成す
ることと、ここにおいて、各ＰＲＳシーケンスは、前記複数の物理送信アンテナ要素の前
記サブセットにおける１つの物理送信アンテナ要素に対応し、関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、対
応する物理送信アンテナ要素のためのＰＲＳシーケンスを生成するために使用される長さ
３１ゴールドシーケンスのためのシードに追加され、前記関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、前記対
応する物理送信アンテナ要素のＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）に基づく、
　を備える非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項２０】
　前記複数の物理送信アンテナ要素は、分散型アンテナシステム（ＤＡＳ）を備える、請
求項１９に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２１】
　前記複数の物理送信アンテナ要素は、遠隔ラジオヘッド（ＲＲＨ）を使用して実現され
る、請求項１９に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２２】
　前記ＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）は、位置サーバによって、前記対応する物理送信アンテナ要素
に関する観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報の一部として送信される、請求項１９に
記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２３】
　前記ＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）は、モバイル局で複製のＰＲＳシーケンスを生成する能力を示
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す受信された情報に少なくとも部分的に基づいて、前記対応する物理送信アンテナ要素に
関する前記観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報の一部として送信される、請求項２２
に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２４】
　前記複数の物理送信アンテナ要素の前記サブセットにおける前記物理送信アンテナ要素
のうちの少なくとも１つに関してｆ（ＰＡＰｈ）＝０である、請求項１９に記載のコンピ
ュータ可読媒体。
【請求項２５】
　セルから複数の測位基準信号（ＰＲＳ）シーケンスを受信すること、ここにおいて、前
記受信された複数のＰＲＳシーケンスにおける各ＰＲＳシーケンスは、対応する関数ｆ（
ＰＡＰｈ）に部分的に基づき、前記対応する関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、
　　対応するＰＲＳシーケンスのための長さ３１ゴールドシーケンスのためのシードに追
加され、
　　前記セルにおける対応する物理送信アンテナ要素のＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）に基づく、
　を備える、モバイル局での方法。
【請求項２６】
　前記モバイル局において、前記対応する物理送信アンテナ要素に関する前記ＰＡＰ　Ｉ
Ｄ（ｈ）を備える観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報を受信することをさらに備える
、
　請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記対応する物理送信アンテナ要素に関する前記ＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）に基づいて、対応
する複製のＰＲＳシーケンスを生成することをさらに備える、
　請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　セルから複数の測位基準信号（ＰＲＳ）シーケンスを受信するように構成されたトラン
シーバと、ここにおいて、前記受信された複数のＰＲＳシーケンスにおける各ＰＲＳシー
ケンスは、対応する関数ｆ（ＰＡＰｈ）に部分的に基づき、前記対応する関数ｆ（ＰＡＰ

ｈ）は、
　　　対応するＰＲＳシーケンスのための長さ３１ゴールドシーケンスのためのシードに
追加され、
　　　前記セルにおける対応する物理送信アンテナ要素のＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）に基づく、
　前記トランシーバに結合されたプロセッサと、ここにおいて、前記プロセッサは、
　　　前記トランシーバによって、前記複数のＰＲＳシーケンスを複製する複製ＰＲＳシ
ーケンスを生成する能力を示す能力情報の送信を開始するように構成される、
　を備える、モバイル局。
【請求項２９】
　前記トランシーバは、
　前記能力情報に応答して、前記対応する物理送信アンテナ要素に関する前記ＰＡＰ　Ｉ
Ｄ（ｈ）を備える、観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報を受信するようにさらに構成
される、
　請求項２８に記載のモバイル局。
【請求項３０】
　前記プロセッサは、
　前記対応する物理送信アンテナ要素に関する前記ＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）に基づいて、対応
する複製ＰＲＳシーケンスを生成するようにさらに構成される、
　請求項２９に記載のモバイル局。
【請求項３１】
　セルから複数の測位基準信号（ＰＲＳ）シーケンスを受信するための手段と、ここにお
いて、前記受信された複数のＰＲＳシーケンスにおける各ＰＲＳシーケンスは、対応する
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関数ｆ（ＰＡＰｈ）に部分的に基づき、前記対応する関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、
　　対応するＰＲＳシーケンスのための長さ３１ゴールドシーケンスのためのシードに追
加され、
　　前記セルにおける対応する物理送信アンテナ要素のＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）に基づく、
　処理手段と、ここにおいて、前記処理手段は、前記受信されたＰＲＳシーケンスのうち
の１つまたは複数を複製するＰＲＳシーケンスを生成する能力を示す能力情報の送信を開
始するためのものである、
　を備える、装置。
【請求項３２】
　前記能力情報に応答して、前記対応する物理送信アンテナ要素に関する前記ＰＡＰ　Ｉ
Ｄ（ｈ）を備える、観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報を受信するための手段をさら
に備える、
　請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　実行可能なプログラム命令を含む非一時的なコンピュータ可読媒体であって、前記実行
可能なプログラム命令は、
　セルから複数の測位基準信号（ＰＲＳ）シーケンスを受信すること、ここにおいて、前
記受信された複数のＰＲＳシーケンスにおける各ＰＲＳシーケンスは、対応する関数ｆ（
ＰＡＰｈ）に部分的に基づき、前記対応する関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、
　　対応するＰＲＳシーケンスのための長さ３１ゴールドシーケンスのためのシードに追
加され、
　　前記セルにおける対応する物理送信アンテナ要素のＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）に基づく、
　をプロセッサに行わせる、非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項３４】
　前記実行可能なプログラム命令は、前記プロセッサに、
　前記対応する物理送信アンテナ要素に関する前記ＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）を備える、観測到
着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報をさらに受信させる、
　請求項３３に記載のコンピュータ可読媒体。

【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]本出願は、２０１３年３月１２日付けで提出された、「Positioning Reference 
Signal (PRS) Generation for Multiple Transmit Antenna Systems」と題する米国出願
第１３／７９７７５２号に基づく優先権および利益を主張し、米国出願第１３／７９７７
５２号は同様に、２０１２年１２月２４日付けで提出された「Positioning Reference Si
gnal (PRS) Generation for Multiple Transmit Antenna Systems」と題する米国仮出願
第６１／７４５７４２号に優先権および利益を主張し、これらの両方ともこの譲受人に譲
渡され、全体として本明細書に参照により組み込まれている。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本明細書で開示されている主題は、複数送信アンテナシステムのための測位基準
信号（ＰＲＳ）生成に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]セルラ電話のような端末の位置を知ることは、多くの場合好ましい。例えば、位
置サービス（ＬＣＳ）クライアントは、緊急サービス呼のケースにおいて端末の位置を知
ること、またはナビゲーション支援または方向探知（direction finding）のような何ら
かのサービスを端末のユーザに提供すること、を望みうる。「位置」および「ポジション
」という用語は同義であり、本明細書においては交換可能に使用される。
【０００４】
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　[0004]観測到達時間差（ＯＴＤＯＡ）に基づく測位では、モバイル局は、複数の基地局
から受信される信号の時間差を測定することができる。基地局のポジションが知られてい
るので、観測される時間差は、端末の位置を計算するために使用されうる。位置決定にさ
らに助力するために、測位基準信号（ＰＲＳ）が、ＯＴＤＯＡ測位パフォーマンスを向上
させるように基地局（ＢＳ）によって、度々供給されうる。基準セル（例えば、サービス
提供セル）および１つまたは複数の近隣セルからのＰＲＳの測定される到達時間差は、基
準信号時間差（ＲＳＴＤ）として知られる。ＲＳＴＤ測定値、各セルの絶対または相対送
信タイミング、および基準および近隣セルに対する（１つまたは複数の）ＢＳ物理送信ア
ンテナ要素の（１つまたは複数の）既知のポジションを使用して、ＵＥのポジションが計
算されうる。
【０００５】
　[0005]しかしながら、基地局（ＢＳ）が複数物理送信アンテナ要素を使用し、物理送信
アンテナ要素がＰＲＳオケージョン（occasion）間で交換されるとき、到着時間（ＴＯＡ
）値を決定するために複数ＰＲＳオケージョンおよび複数ＰＲＳオケージョンをわたった
コヒーレント平均化／積分を利用するＵＥは、種々の伝搬チャネルが種々のＰＲＳオケー
ジョンに対して使用されてきたので、不正確な結果を取得しうる。同様に、従来の分散型
アンテナシステム（ＤＡＳ）では、同じセルに属し、かつ同じセル物理セル識別子（ＰＣ
Ｉ）を共有する空間的に隔てられた物理送信アンテナ要素は、同じＰＲＳ信号を送信する
。結果として従来のＤＡＳでは、ＤＡＳケースにおける信号送信機の位置は曖昧であり、
ＵＥポジション計算は、誤っているまたは可能でない、ことがある。ポジション計算はま
た、マクロセルカバレッジエリア内で低電力遠隔ラジオヘッド（ＲＲＨ）を使用する在来
のシステムにおいても、空間的に隔てられたＲＲＨによって作り出される送信ポイントは
、マクロセルと同じＰＣＩを有し、結果として同一のＰＲＳ信号を送信するので、曖昧で
ある。
【０００６】
　[0006]したがって、アンテナダイバーシティスキーム、ＤＡＳ、および／またはＲＲＳ
システムが使用されている状況で、ポジション決定を向上させ、位置決定のためのＰＲＳ
信号の使用を許可するための装置、システム、および方法を求める必要性が存在する。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]いくつかの実施形態では、サーバからの観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報
を提供する方法は、モバイル局（ＭＳ）にＯＴＤＯＡ支援情報を送ることを備え、ここに
おいて、ＯＴＤＯＡ支援情報は、サーバによってサービス提供されるセルのサブセットに
おける少なくとも１つのセルに関するアンテナ交換支援情報を含む測位基準信号（ＰＲＳ
）支援情報を備える。一実施形態では、方法は、少なくとも１つのセルに対する位置サー
バ上で実行されうる。
【０００８】
　[0008]いくつかの実施形態では、アンテナ交換支援情報は、１つまたは複数のブーリア
ンパラメータをさらに備え、１つまたは複数のブーリアンパラメータの各々は、サーバに
よってサービス提供されるセルのサブセットにおける１つのセルに対応し、物理送信アン
テナ要素交換が対応するセルのためのＰＲＳ測位オケージョンの間に生じるかどうかを示
す。いくつかの実施形態では、アンテナ交換支援情報は、アンテナ交換間隔に関連する情
報をさらに備えることができ、アンテナ交換間隔は、物理送信アンテナ要素が交換される
前に少なくとも１つのセルにおける物理送信アンテナ要素上で送信される連続的なＰＲＳ
測位オケージョンの数の観点から指定される。いくつかの実施形態では、アンテナ交換支
援情報は、アンテナ交換パターン情報および／またはアンテナミューティングパターン情
報のうちの少なくとも１つをさらに備えることができる。ＯＴＤＯＡ支援情報は、ロング
タームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））測位プロトコル（ＬＰＰ）またはＬＰＰ
拡張子（ＬＰＰｅ）メッセージを使用してＭＳに送られうる。
【０００９】
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　[0009]開示される実施形態はまた、通信インタフェースと、ここにおいて、通信インタ
フェースは、モバイル局に観測到達時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報を送るためのものであ
り、通信インタフェースに結合されたプロセッサと、ここにおいて、プロセッサは、サー
バによってサービス提供されるセルのサブセットにおける少なくとも１つのセルに関する
ＯＴＤＯＡ支援情報を生成するように構成され、ＯＴＤＯＡ支援情報は、少なくとも１つ
のセルに関するアンテナ交換支援情報を含む測位基準信号（ＰＲＳ）支援情報を備える、
を備えるサーバに関連する。
【００１０】
　[0010]他の実施形態は、モバイル局に観測到達時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報を送るた
めの手段と、ＯＴＤＯＡ支援情報を送るための手段に結合された処理する手段と、ここに
おいて、処理する手段は、サーバによってサービス提供されるセルのサブセットにおける
少なくとも１つのセルに関するＯＴＤＯＡ支援情報を生成するためのものであり、ＯＴＤ
ＯＡ支援情報は、少なくとも１つのセルに関するアンテナ交換支援情報を含む測位基準信
号（ＰＲＳ）支援情報を備える、を備えるサーバに関連する。
【００１１】
　[0011]開示されている実施形態は、プロセッサによって実行されるときに、サーバから
の観測到達時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報を提供するための方法におけるステップを実行
する命令を備える非一時的なコンピュータ可読媒体に関連する。いくつかの実施形態では
、ステップは、モバイル局にＯＴＤＯＡ支援情報を送ることを備えることができ、ＯＴＤ
ＯＡ支援情報は、サーバによってサービス提供されるセルのサブセットにおける少なくと
も１つのセルに関するアンテナ交換支援情報を含む測位基準信号（ＰＲＳ）支援情報を備
える。
【００１２】
　[0012]追加の実施形態は、モバイル局（ＭＳ）で観測到達時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情
報を受信することと、ここにおいて、ＯＴＤＯＡ支援情報は、少なくとも１つのセルに関
するアンテナ交換支援情報を含む測位基準信号（ＰＲＳ）支援情報を備え、受信されたア
ンテナ交換支援情報に少なくとも部分的に基づいて、物理送信アンテナ要素交換が少なく
とも１つのセルによって使用されるかどうかを決定することと、物理送信アンテナ要素交
換が少なくとも１つのセルによって使用される場合、単一ＰＲＳ測位オケージョン中のＭ
Ｓにおける測定に基づいて決定された到達時間（ＴＯＡ）値のセットからＰＲＳに関する
ＴＯＡ値を選択することと、ここにおいて、ＰＲＳはＭＳによって受信され、選択された
ＴＯＡ値は、ＴＯＡ値のセットにおける他のＴＯＡ値よりも、ＰＲＳのソースとＭＳとの
間のより短い距離を示す、を備える方法に関連する。いくつかの実施形態では、ＯＴＤＯ
Ａ支援情報は、少なくとも１つのセルに対する位置サーバによって送信されうる。いくつ
かの実施形態では、モバイル局のポジションは、ＯＴＤＯＡ支援情報に少なくとも部分的
に基づいて決定されうる。
【００１３】
　[0013]さらに開示されている実施形態は、測位基準信号（ＰＲＳ）および観測到達時間
差（ＯＴＤＯＡ）支援情報を受信する能力を有するトランシーバと、ここにおいて、ＯＴ
ＤＯＡ支援情報は、少なくとも１つのセルに関するアンテナ交換支援情報を含むＰＲＳ支
援情報を備える、トランシーバに結合されたプロセッサと、を備えるモバイル局（ＭＳ）
に関連する。いくつかの実施形態では、プロセッサは、受信されたアンテナ交換支援情報
に少なくとも部分的に基づいて、物理送信アンテナ要素交換が少なくとも１つのセルによ
って使用されるかどうかを決定し、単一のＰＲＳ測位オケージョン中の測定に基づいて決
定される到達時間（ＴＯＡ）値のセットからＰＲＳに関するＴＯＡ値を選択するように構
成され、物理送信アンテナ要素交換が少なくとも１つのセルによって使用される場合、Ｐ
ＲＳはＭＳによって受信され、選択されたＴＯＡ値は、ＴＯＡ値のセットにおける他のＴ
ＯＡ値よりも、ＰＲＳのソースとＭＳとの間のより短い距離を示す。
【００１４】
　[0014]開示されている実施形態は、トランシーバ手段と、ここにおいて、トランシーバ
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手段は、測位基準信号（ＰＲＳ）および観測到達時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報を受信す
るためのものであり、ＯＴＤＯＡ支援情報は、少なくとも１つのセルに関するアンテナ交
換支援情報を含むＰＲＳ支援情報を備える、トランシーバ手段に結合された処理する手段
と、を備えるモバイル局に関連する。いくつかの実施形態では、処理する手段は、受信さ
れたアンテナ交換支援情報に少なくとも部分的に基づいて、物理送信アンテナ要素交換が
少なくとも１つのセルによって使用されるかどうかを決定するための手段と、単一のＰＲ
Ｓ測位オケージョン中の測定に基づいて決定される到達時間（ＴＯＡ）値のセットからＰ
ＲＳに関するＴＯＡ値を選択するための手段と、ここにおいて、物理送信アンテナ要素交
換が少なくとも１つのセルによって使用される場合、ＰＲＳはモバイル局（ＭＳ）によっ
て受信され、選択されたＴＯＡ値は、ＴＯＡ値のセットにおける他のＴＯＡ値よりも、Ｐ
ＲＳのソースとＭＳとの間のより短い距離を示す、をさらに備えることができる。
【００１５】
　[0015]さらに、開示されている実施形態は、プロセッサによって実行されるときに方法
におけるステップを実行する命令を備える非一時的なコンピュータ可読媒体に関連し、そ
れらのステップは、モバイル局（ＭＳ）で観測到達時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報を受信
することと、ここにおいて、ＯＴＤＯＡ支援情報は、少なくとも１つのセルに関するアン
テナ交換支援情報を含む測位基準信号（ＰＲＳ）支援情報を備える、受信されたアンテナ
交換支援情報に少なくとも部分的に基づいて、物理送信アンテナ要素交換が少なくとも１
つのセルによって使用されるかどうかを決定することと、物理送信アンテナ要素交換が少
なくとも１つのセルによって使用される場合、単一ＰＲＳ測位オケージョン中のＭＳにお
ける測定に基づいて決定された到達時間（ＴＯＡ）値のセットからＰＲＳに関するＴＯＡ
値を選択することと、ここにおいて、ＰＲＳはＭＳによって受信され、選択されたＴＯＡ
値は、ＴＯＡ値のセットにおける他のＴＯＡ値よりも、ＰＲＳのソースとＭＳとの間のよ
り短い距離を示す、を備えることができる。
【００１６】
　[0016]いくつかの実施形態では、単一のセルにサービス提供する複数の物理送信アンテ
ナ要素を備えるシステムのための測位基準信号（ＰＲＳ）シーケンスを生成する方法。い
くつかの実施形態では、方法は、複数の物理送信アンテナ要素のサブセットに特異の物理
アンテナポート（ＰＡＰ）識別子（ＩＤ）を割り当てることと、複数の物理送信アンテナ
要素のサブセットのためのＰＲＳシーケンスを生成することと、を備えることができ、各
ＰＲＳシーケンスは、複数の物理送信アンテナ要素のサブセットにおける１つの物理送信
アンテナ要素に対応し、関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、対応する物理送信アンテナ要素のための
ＰＲＳシーケンスを生成するために使用される長さ３１ゴールドシーケンスのためのシー
ドに追加され、関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、対応する物理送信アンテナ要素のＰＡＰ　ＩＤ（
ｈ）に基づく。いくつかの実施形態では、ｆ（ＰＡＰｈ）は、サブセットにおける物理送
信アンテナ要素のうちの少なくとも１つに関して０に設定されうる。
【００１７】
　[0017]一実施形態では、複数の物理送信アンテナ要素は、分散型アンテナシステム（Ｄ
ＡＳ）を備えることができる。別の実施形態では、複数の物理送信アンテナ要素は、遠隔
ラジオヘッド（ＲＲＨ）を使用して実現される。いくつかの実施形態では、ＰＡＰ　ＩＤ
は、位置サーバによって、観測到達時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報の一部として送信され
うる。いくつかの事例では、位置サーバによるＰＡＰ　ＩＤの送信は、位置サーバと通信
するモバイルデバイスで複製ＰＲＳシーケンスを生成する能力を示す受信された情報に少
なくとも部分的に基づきうる。
【００１８】
　[0018]開示されている実施形態はまた、モバイル局に観測到達時間差（ＯＴＤＯＡ）支
援情報を送信する能力を有するトランシーバと、トランシーバに結合されたプロセッサと
、ここにおいて、プロセッサは、少なくとも１つのセルに関するＯＴＤＯＡ支援情報を生
成するように構成され、ＯＴＤＯＡ支援情報は、少なくとも１つのセルに関するアンテナ
交換支援情報を含む測位基準信号（ＰＲＳ）支援情報を備える、を備える装置に関連する
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。
【００１９】
　[0019]他の実施形態は、通信インタフェースと、ここにおいて、通信インタフェースは
、モバイル局（ＭＳ）に観測到達時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報を送るためのものであり
、ＯＴＤＯＡ支援情報は、物理アンテナポート（ＰＡＰ）識別子（ＩＤ）を備える、通信
インタフェースに結合されたプロセッサと、を備える装置に関連する。いくつかの実施形
態では、プロセッサは、単一のセルにサービス提供する複数の物理送信アンテナ要素の各
々に特異のＰＡＰ　ＩＤを割り当て、複数の物理送信アンテナ要素のサブセットのための
ＰＲＳシーケンスを生成するように構成され、各ＰＲＳシーケンスは、複数の物理送信ア
ンテナ要素のサブセットにおける１つの物理送信アンテナ要素に対応し、関数ｆ（ＰＡＰ

ｈ）は、対応する物理送信アンテナ要素のためのＰＲＳシーケンスを生成するために使用
される長さ３１ゴールドシーケンスのためのシードに追加され、関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、
対応する物理送信アンテナ要素のＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）に基づく。
【００２０】
　[0020]別の実施形態では、通信手段と、ここにおいて、通信手段は、モバイル局（ＭＳ
）に観測到達時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報を送るように構成され、ＯＴＤＯＡ支援情報
は、物理アンテナポート（ＰＡＰ）識別子（ＩＤ）を備える、通信手段に結合された処理
する手段と、を備える装置が開示されている。いくつかの実施形態では、処理する手段は
、単一のセルにサービス提供する複数の物理送信アンテナ要素の各々に特異のＰＡＰ　Ｉ
Ｄを割り当てるための手段と、複数の物理送信アンテナ要素のサブセットのためのＰＲＳ
シーケンスを生成するための手段とをさらに備え、各ＰＲＳシーケンスは、複数の物理送
信アンテナ要素のサブセットにおける１つの物理送信アンテナ要素に対応し、関数ｆ（Ｐ
ＡＰｈ）は、対応する物理送信アンテナ要素のためのＰＲＳシーケンスを生成するために
使用される長さ３１ゴールドシーケンスのためのシードに追加され、関数ｆ（ＰＡＰｈ）
は、対応する物理送信アンテナ要素のＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）に基づく。
【００２１】
　[0021]開示されている実施形態はまた、プロセッサによって実行されるときに、単一の
セルにサービス提供する複数の物理送信アンテナ要素を備えるシステムのための測位基準
信号（ＰＲＳ）シーケンスを生成する方法におけるステップを実行する命令を備える非一
時的なコンピュータ可読媒体に関連する。いくつかの実施形態では、ステップは、複数の
物理送信アンテナ要素のサブセットに特異の物理アンテナポート（ＰＡＰ）識別子（ＩＤ
）を割り当てることと、複数の物理送信アンテナ要素のサブセットのためのＰＲＳシーケ
ンスを生成することと、を備えることができ、各ＰＲＳシーケンスは、複数の物理送信ア
ンテナ要素のサブセットにおける１つの物理送信アンテナ要素に対応し、関数ｆ（ＰＡＰ

ｈ）は、対応する物理送信アンテナ要素のためのＰＲＳシーケンスを生成するために使用
される長さ３１ゴールドシーケンスのためのシードに追加され、関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、
対応する物理送信アンテナ要素のＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）に基づく。
【００２２】
　[0022]開示されている方法は、ＬＰＰ、ＬＰＰｅ、または他のプロトコルを使用して、
（位置サーバを含む）サーバ、モバイル局等、のうちの１つまたは複数によって実行され
うる。開示される実施形態は、非一時的コンピュータ可読媒体またはコンピュータ可読メ
モリを使用してプロセッサによって作り出し、記憶、アクセス、読み取り、または変更さ
れるソフトウェア、ファームウェア、およびプログラム命令に関する。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１Ａ】位置支援データまたは位置情報の転送を含む位置サービスをＵＥに提供するこ
能力を有する典型的なシステムのアーキテクチャを図示している。
【図１Ｂ】ＵＥへの位置支援データまたは位置情報の転送を含むプロビジョン位置サービ
スを例示している簡略化されたブロック図である。
【図２】サーバからモバイル局への支援データの転送、およびモバイル局からサーバへの
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位置情報の転送をサポートする基礎的なプロシージャのメッセージフローを例示している
。
【図３Ａ】高電力で放射する単一の物理送信アンテナ要素を有する在来の単一の物理送信
アンテナ要素システムを図示している。
【図３Ｂ】４つの物理送信アンテナ要素を有する典型的な複数送信アンテナシステムを例
示している。
【図４】単一のセルにサービス提供する複数ＲＲＨ送信機を有する典型的なＲＲＨシステ
ムを例示している。
【図５Ａ】ＰＡＰ　ＩＤ０および１を用いた、アンテナ交換システムにおけるＰＲＳ送信
に使用される論理アンテナポート６の、物理アンテナポート（ＰＡＰ）への典型的なマッ
ピングを図示している。
【図５Ｂ】ＰＡＰ　ＩＤ０～ＰＡＰ　ＩＤ５をそれぞれ用いた、ＤＡＳまたはＲＲＨシス
テムにおけるＰＲＳ送信に使用される論理アンテナポート６の、物理アンテナポートＰＡ
Ｐ０～ＰＡＰ５への典型的なマッピングを図示している。
【図６Ａ】開示されている実施形態に一貫した方法でモバイル局のポジションを決定する
典型的な方法のためのフローチャートを図示している。
【図６Ｂ】開示されている実施形態に一貫した方法でモバイル局のポジションを決定する
典型的な方法のためのフローチャートを図示している。
【図７Ａ】開示されている実施形態に一貫した方法でモバイル局のポジションを決定する
典型的な方法のためのフローチャートを図示している。
【図７Ｂ】開示されている実施形態に一貫した方法で位置推定プロシージャ中に使用され
うる典型的な方法のためのフローチャートを図示している。
【図７Ｃ】複数の物理送信アンテナ要素を備えるシステムにおいて特異のＰＲＳシーケン
スを生成する典型的な方法を図示している。
【図８】開示されている実施形態に一貫した方法で位置支援情報メッセージを受信し、位
置決定をサポートする能力を有するモバイル局の概略的なブロック図である。
【図９】位置決定をサポートすることを可能にされた典型的なサーバのような装置を例示
している概略的なブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　[0038]「モバイル局」（ＭＳ）、「ユーザ機器」（ＵＥ）、または「ターゲット」とい
う用語は、本明細書において交換可能に使用され、セルラまたは他のワイヤレス通信デバ
イス、パーソナル通信システム（ＰＣＳ）デバイス、パーソナルナビゲーションデバイス
（ＰＮＤ）、パーソナル情報マネージャ（ＰＩＭ）、パーソナルデジタルアシスタント（
ＰＤＡ）、ラップトップ、あるいはワイヤレス通信および／またはナビゲーション信号を
受信する能力を有する他の適したモバイルデバイスのようなデバイスを指すことができる
。それらの用語はまた、衛星信号受信、支援データ受信、および／またはポジション関連
処理が、デバイスで生じるかＰＮＤで生じるかに関わらず、例えば、短距離ワイレス、赤
外線、ワイヤライン接続、または他の接続によって、パーソナルナビゲーションデバイス
（ＰＮＤ）と通信するデバイスを含むようにも意図されている。
【００２５】
　[0039]加えて、ＭＳ、ＵＥ、「モバイル局」、または「ターゲット」という用語は、衛
星信号受信、支援データ受信、および／またはポジション関連処理が、デバイスで生じる
か、サーバで生じるか、ネットワークに関連付けられた別のデバイスで生じるかに関わら
ずに、および例えば、インターネット、ＷｉＦｉ（登録商標）、セルラワイヤレスネット
ワーク、ＤＳＬネットワーク、パケットケーブルネットワーク、または他のネットワーク
を介してワイヤレスおよびワイヤライン通信デバイス、コンピュータ、ラップトップ等を
含んで、すべてのデバイスを含むように意図されている。上記のあらゆる動作可能な組み
合わせもまた「モバイル局」と認められる。
【００２６】
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　[0040]図１Ａは、いくつかの事例では位置サーバまたは別のネットワークエンティティ
の形式をとりうる、サーバ１５０とＭＳ１２０との間でロングタームエボリューション（
ＬＴＥ）測位プロトコル（ＬＰＰ）またはＬＰＰ拡張子（ＬＰＰｅ）メッセージを使用し
て、位置支援データまたは位置情報の転送を含む位置サービスをＵＥに提供する能力を有
するシステム１００のアーキテクチャを図示している。位置情報の転送は、ＭＳ１２０と
サーバ１５０との両方に適切なレートで生じることができる。ＬＰＰプロトコルは周知で
あり、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標））として知られて
いる組織による様々な公的に利用可能な技術仕様書において説明されている。ＬＰＰｅは
、オープンモバイルアライアンス（ＯＭＡ）によって定義されてきており、各組み合わさ
れたＬＰＰ／ＬＰＰｅメッセージが、組み込まれたＬＰＰｅメッセージを備えるＬＰＰメ
ッセージでありうるようにＬＰＰと組み合わせて使用されうる。
【００２７】
　[0041]多くの事例において、ＢＳは、複数物理送信アンテナ要素１４０を使用すること
ができる。例えば、都会環境では、大抵の場合、送信機とＭＳ１２０との間にクリアな見
通し線（ＬＯＳ：line-of-sight）が存在しないことがあり、その結果信号が受信前に複
数の経路に沿って反射されうる。これらの反射は、受信端末で互いを破壊的に妨げうる、
位相シフト、時間遅延、減衰、および歪みを持ち込みうる。
【００２８】
　[0042]いくつかの実施形態では、システム１００は、マルチパス干渉を低減するために
、および他の理由のために、複数ＲＲＨ送信要素または複数物理送信アンテナ要素１４０
－１、１４０－２、１４０－３、および１４０－４（時により集合的に、物理送信アンテ
ナ要素１４０と称される）を有するＲＲＨシステムまたはＤＡＳ、および／またはアンテ
ナダイバーシティスキームを使用することができる。例えば、システム１００は、共通の
ソースに接続された、空間的に隔てられた物理送信アンテナ要素１４０－１、１４０－２
、１４０－３、および１４０－４のネットワークである、ＤＡＳでありうる。ＤＡＳは、
セルにおける、高電力で放射する単一の物理送信アンテナ要素を、同じセルをカバーする
物理送信アンテナ要素１４０－１、１４０－２、１４０－３、および１４０－４のグルー
プと置き換えることができる。ＤＡＳは、単一の物理送信アンテナ要素と同じエリアをわ
たりながらも、低減された総電力および改善した信頼性を伴うカバレッジを許可しうる。
例えば、単一の基地局および低電力物理送信アンテナ要素１４０－１、１４０－２、１４
０－３、および１４０－４のグループは、ビル全体、街区、キャンパス、または別のエリ
アにワイヤレスカバレッジを提供するために使用されうる。
【００２９】
　[0043]別の例として、システム１００は、ＢＳから物理的に遠隔にありうる無線送信機
のネットワークが、光ファイバケーブルまたは他の高速度リンクを使用してＢＳに接続さ
れる遠隔ラジオヘッド（ＲＲＨ）システムの形式を取ることができる。例えば、複数物理
送信アンテナ要素１４０またはＲＲＨ送信要素は、単一のセルに集合的にサービス提供す
ることができ、ＲＲＨはＢＳのカバレッジをトンネル、地方のエリア等に拡張するために
使用されうる。
【００３０】
　[0044]簡略化のために、ただ１つのＭＳ１２０およびサーバ１５０が図１Ａに図示され
ている。概して、システム１００は、追加のネットワーク１３０を用いる複数セル、ＬＣ
Ｓクライアント１６０、モバイル局１２０、サーバ１５０、物理送信アンテナ要素１４０
、およびスペースビークル（ＳＶ）１８０を備えることができる。システム１００は、本
明細書で開示されている実施形態と一貫した方法で、単一の物理送信アンテナ要素、アン
テナダイバーシティスキーム、ＤＡＳ、および／またはＲＲＨのうちの何らかの組み合わ
せを使用する、セルの混合（mix of cells）を備えることができる。
【００３１】
　[0045]ＭＳ１２０は、ＬＴＥサービス提供ネットワークを用いて使用する、３ＧＰＰに
よって定義されている制御プレーン位置ソリューション、およびＯＭＡによって定義され
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ているセキュアユーザプレーンロケーション（ＳＵＰＬ）位置ソリューションに限定はさ
れないけれども含む、測位および位置サービスをサポートする１つまたは複数のネットワ
ーク１３０を通じてサーバ１５０とワイヤレスに通信する能力を有しうる。例えば、位置
サービス（ＬＣＳ）は、（位置サーバの形式をとりうる）サーバ１５０にアクセスし、Ｍ
Ｓ１２０の位置を求める要求を発するＬＣＳクライアント１６０を利するように行われう
る。サーバ１５０はその後、ＭＳ１２０に関する位置推定値を用いて、ＬＣＳクライアン
ト１６０に応答することができる。ＬＣＳクライアント１６０はまた、例えば、サーバ１
５０およびＭＳ１２０によって使用される位置ソリューションがＳＵＰＬであるとき、Ｓ
ＵＰＬエージェントとして知られうる。いくつかの実施形態では、ＭＳ１２０はまた、Ｍ
Ｓ１２０内の何らかの測位対応機能に位置要求を発し、後に応えてＭＳ１２０に関する位
置推定値を受信することができるＬＣＳクライアントまたはＳＵＰＬエージェント（図１
Ａには図示せず）を含むこともできる。ＭＳ１２０内のＬＣＳクライアントまたはＳＵＰ
Ｌエージェントは、ＭＳ１２０のユーザのために位置サービスを実行することができ、例
えば、ＭＳ１２０の近接内でナビゲーション方向を提供する、または関心のあるポイント
を識別することができる。
【００３２】
　[0046]本明細書で使用される場合、サーバ１５０は、ＳＵＰＬ位置プラットフォーム（
ＳＬＰ：SUPL Location Platform）、進化型サービス提供モバイル位置センタ（ｅＳＭＬ
Ｃ：evolved Serving Mobile Location Center）、サービス提供モバイル位置センタ（Ｓ
ＭＬＣ）、ゲートウェイモバイル位置センタ（ＧＭＬＣ：Gateway Mobile Location Cent
er）、ポジション決定エンティティ（ＰＤＥ：Position Determining Entity）、スタン
ドアローンＳＭＬＣ（ＳＡＳ）、および／または同様のものでありうる。
【００３３】
　[0047]図１Ａで例示されているように、ＭＳ１２０は、ネットワーク１３０、およびネ
ットワーク１３０に関連付けられうる物理送信アンテナ要素１４０を通じて、サーバ１５
０と通信することができる。ＭＳ１２０は、物理送信アンテナ要素１４０から信号を受信
し、測定することができ、それはポジション決定に使用されうる。いくつかの実施形態で
は、物理送信アンテナ要素１４０は、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）
、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）、ワイヤレスパーソナルエリアネ
ットワーク（ＷＰＡＮ）等でありうる、ワイヤレス通信ネットワークの一部を形成するこ
とができる。「ネットワーク」および「システム」という用語は、度々、交換可能に使用
される。ＷＷＡＮは、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分割多元接続（Ｔ
ＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ）ネットワーク、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）、ＷｉＭａｘ等であり
うる。
【００３４】
　[0048]ＣＤＭＡネットワークは、例えば、ｃｄｍａ２０００、広帯域－ＣＤＭＡ（Ｗ－
ＣＤＭＡ（登録商標））等の、１つまたは複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を実装しう
る。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－９５、ＩＳ－２０００、およびＩＳ－８５６規格を含む
。ＴＤＭＡネットワークは、移動通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）
）、デジタルアドバンスドモバイル電話システム（Ｄ－ＡＭＰＳ：Digital Advanced Mob
ile Phone System）、または何らかの他のＲＡＴを実装しうる。ＧＳＭ、Ｗ－ＣＤＭＡ、
およびＬＴＥは、３ＧＰＰによるドキュメントで説明されている。ｃｄｍａ２０００は、
「第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）」という名称のコンソーシア
ムによるドキュメントで説明されている。３ＧＰＰおよび３ＧＰＰ２のドキュメントは、
公的に利用可能である。ＷＬＡＮは、ＩＥＥＥ８０２．１１ｘネットワークであり、ＷＰ
ＡＮは、ブルートゥース（登録商標）ネットワーク、ＩＥＥＥ８０２．１５ｘ、または何
らかの他のタイプのネットワークでありうる。その技術はまた、ＷＷＡＮ、ＷＬＡＮ、お
よび／またはＷＰＡＮのあらゆる組み合わせと連動して実行されうる。例えば、物理送信
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アンテナ要素１４０およびネットワーク１３０は、例えば、進化型ＵＭＴＳ地上無線アク
セスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）（ＬＴＥ）ネットワーク、Ｗ－ＣＤＭＡ　ＵＴＲＡ
Ｎネットワーク、ＧＳＭ／ＥＤＧＥ無線アクセスネットワーク（ＧＥＲＡＮ）、１ｘＲＴ
Ｔネットワーク、エボリューションデータ最適化（ＥｖＤＯ）ネットワーク、ＷｉＭａｘ
ネットワーク、またはＷＬＡＮ、のうちの一部を形成することができる。
【００３５】
　[0049]ＭＳ１２０はまた、衛星測位システム（ＳＰＳ）の一部でありうる、ＳＶ１８０
と集合的に称される、１つまたは複数の地球周回スペースビークル（ＳＶ）１８０－１ま
たは１８０－２から信号を受信することもできる。例えば、ＳＶ１８０は、ＵＳ全世界測
位システム（ＧＰＳ）、ヨーロッパのガリレオシステム、ロシアのグロナスシステム、ま
たは中国のコンパスシステムのような、グローバルナビゲーション衛星システム（ＧＮＳ
Ｓ）のコンステレーションにありうる。ある特定の態様にしたがって、本明細書で提示さ
れている技法は、ＳＰＳのためのグローバルシステム（例えば、ＧＮＳＳ）に限定されな
い。例えば、本明細書において提供される技法は、例えば、日本上空における準天頂衛星
システム（ＱＺＳＳ）、インド上空におけるインド地域航法衛星システム（ＩＲＮＳＳ）
のような様々な地域システム、および／または、１つまたは複数の全地球および／または
地域ナビゲーション衛星システムに関連付けられうる、あるいはそうでなければ１つまた
は複数の全地球および／または地域ナビゲーション衛星システムとともに使用するために
有効にされうる様々な補強システム（例えば、静止衛星型衛星航法補強システム（ＳＢＡ
Ｓ：Satellite Based Augmentation System））に適用されうる、またはそうでなければ
それらのシステムにおいて使用するために有効にされうる。限定ではなく例として、ＳＢ
ＡＳは、例えば、広域補強システム（ＷＡＳＳ）、欧州静止衛星航法オーバレイサービス
（ＥＧＮＯＳ：European Geostatinary Navigation Overlay Service）、運輸多目的衛星
用衛星航法補強システム（ＭＳＡＳ：Multi-functional Satellite Augmentation System
）、ＧＰＳ支援静止衛星補強航法またはＧＰＳおよび静止衛星補強航法システム（ＧＡＧ
ＡＮ：GPS Aided Geo Augmented Navigation or GPS and Geo Augmented Navigation sys
tem）、および／または同様のもののようなインテグリティ情報、微分補正、等を提供す
る（１つまたは複数の）補強システムを含むことができる。したがって、本明細書で使用
される場合、ＳＰＳは、１つまたは複数の全世界および／または地域ナビゲーション衛星
システムならびに／あるいは補強システムのあらゆる組み合わせを含むことができ、ＳＰ
Ｓ信号は、ＳＰＳ信号、ＳＰＳのような信号、および／またはそのような１つまたは複数
のＳＰＳに関連付けられる他の信号を含むことができる。
【００３６】
　[0050]図１Ｂは、ＭＳ１２０の位置を決定する能力を有するシステム１７５におけるい
くつかのエンティティを例示している簡略化されたブロック図を図示している。図１Ｂを
参照すると、ＭＳ１２０は、測定値および／または位置推定値１７３を取得するために、
（１つまたは複数の）基準ソースからの信号を測定することができる。（１つまたは複数
の）基準ソース１７０は、ネットワーク１３０に関連付けられた物理送信アンテナ要素１
４０および／またはＳＶ１８０からの信号を表すことができる。したがって、ＭＳ１２０
は、ＳＶ１８０に関する疑似範囲測定値、および／または物理送信アンテナ要素１４０か
らのＯＴＤＯＡ関連測定値を測定することによって、測定値１７２を取得することができ
る。いくつかの事例では、ＭＳ１２０はまた、ＭＳ１２０に関する推定される位置を導き
出すための疑似範囲、および／またはＯＴＤＯＡ関連測定値でありうる、測定値１７２を
使用することによって位置推定値１７３を取得することもできる。ＭＳ１２０は、位置推
定値１７３または測定値１７２（例えば、１つまたは複数のＧＮＳＳからの衛星測定値、
または１つまたは複数のネットワークからのＲＳＴＤのようなネットワーク測定値、等）
のような位置関連情報を、サーバ１５０に提供することができる。
【００３７】
　[0051]いくつかの事例では、ＭＳ１２０によって獲得されるＯＴＤＯＡ関連測定値は、
ＭＳ１２０に関するポジション推定値を導き出すためにサーバ１５０に送られうる。サー
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バ１５０は、ＭＳ１２０が、ＳＶ１８０および物理送信アンテナ要素１４０からの信号を
捕捉および測定することを、および／またはこれらの測定値１７２から位置推定値１７３
を導き出す、またはリファインすることを支援するために使用されうる位置支援データ１
７８、および／またはＭＳ１２０の近似位置のような位置関連情報をＭＳ１２０に提供す
ることができる。例えば、いくつかの事例ではセキュアユーザプレーン（ＳＵＰＬ）対応
端末（ＳＥＴ）の形式を取ることができるＭＳ１２０は、サーバ１５０と通信し、その後
ＬＣＳクライアント１６０（図１Ｂには図示せず）に通信されうる、ＭＳ１２０に関する
位置推定値を取得するために、位置支援データ１７８を使用することができる。
【００３８】
　[0052]図１Ａを参照すると、いくつかの実施形態では、物理送信アンテナ要素１４０は
また、測位基準信号（ＰＲＳ）を送信することができる。３ＧＰＰロングタームエボリュ
ーション（ＬＴＥ）リリース９で定義されているＰＲＳは、測位オケージョンにグループ
化される専用の測位サブフレームにおいて、基地局によって送信される。例えば、ＬＴＥ
では、１つ、２つ、４つ、または６つの連続した測位サブフレームを備える測位オケージ
ョンが、１６０、３２０、６４０、または１２８０ミリ秒間隔で周期的に生じる。
【００３９】
　[0053]各測位オケージョン内で、ＰＲＳは、一定の電力を用いて送信される。ＰＲＳは
また、０電力で送信されうる（つまり、ミュートされうる）。定期的にスケジュールされ
たＰＲＳ送信を止めるミューティングは、セル間のＰＲＳパターンが重複するときに役立
ちうる。ミューティングは、ＭＳ１２０による信号捕捉を補助する。ミューティングは、
特定のセルにおける所与の測位オケージョンの間のＰＲＳの非送信（non-transmission）
として見なされうる。ミューティングパターンは、ビットストリングを使用してＭＳ１２
０にシグナリングされうる。例えば、ミューティングパターンをシグナリングするビット
ストリームでは、ポジションｊにおけるビットが「１」に設定される場合、ＭＳは、ＰＲ
Ｓがｊ番目の測位オケージョンの間にミュートされると推断しうる。
【００４０】
　[0054]ＰＲＳのヒアアビリティ（hearability）をさらに向上させるために、測位サブ
フレームは、ユーザデータチャネルを用いずに送信される低干渉サブフレームでありうる
。結果として、理想的に同期されたネットワークでは、ＰＲＳは、データ送信からでなく
、同じＰＲＳパターンインデックスを有する（つまり、同じ周波数シフトを有する）他の
セルＰＲＳから干渉を受け取りうる。周波数シフトは、物理セル識別子（ＰＣＩ）の関数
として定義され、結果として６の効率周波数再使用ファクタになる。
【００４１】
　[0055]セルによって送信されるＰＲＳシーケンスは、以下の通り、３ＧＰＰ規格および
技術仕様書において指定されている。
【数１】

【００４２】
ここにおいて、ｎｓは、無線フレーム内のスロット数（スロット＝０．５ｍｓ；フレーム
＝１０ｍｓ）であり、ｎｓ＝０．．．１９である；ｌは、スロット内のＯＦＤＭシンボル
数であり、通常のサイクリックプリフィックスに関してｌ＝０．．．６であり；拡張され
たサイクリックプリフィックスに関してｌ＝０．．．５である。
【００４３】
ｃ（ｉ）は、長さ３１ゴールドシーケンスであり、
【数２】

【００４４】
は、
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【数３】

【００４５】
の倍数で表現される、最大ダウンリンク帯域幅構成であり；
【数４】

【００４６】
は、サブキャリアの数として表現される、周波数ドメインにおけるリソースブロックサイ
ズである。

【数５】

【００４７】
＝１５ｋＨｚ間隔（合計で１８０ｋＨｚ）でのＰＲＳのための１２個のサブキャリアであ
る。
【００４８】
　[0056]ゴールドシーケンスは、電気通信および衛星ナビゲーションで使用される２値の
シーケンスであり、ゴールドコードシーケンスのセットが小さな有界相互相関（small bo
unded cross-correlations）を有するので、複数デバイスが同じ周波数範囲でブロードキ
ャストするときに役立つ。
【００４９】
　[0057]
　ｃ（ｉ）のための疑似ランダムシーケンス生成器は、各ＯＦＤＭシンボルの開始時に

【数６】

【００５０】
で初期化され、ここにおいて、
【数７】

【数８】

【００５１】
基準信号シーケンスは、スロットｎｓにおいて、アンテナポートｐ＝６に関する基準信号
として使用される複素ＱＰＳＫ変調：

【数９】

【００５２】
シンボルにマッピングされる：
【数１０】

【００５３】
ここにおいて、通常のサイクリックプリフィックス：
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【数１１】

【００５４】
拡張されたサイクリックプリフィックス：
【数１２】

【００５５】
　[0058]測位基準信号のための帯域幅は、

【数１３】

【００５６】
であり、セル特有周波数シフトは、
【数１４】

【００５７】
によって与えられる。したがって、セルによって送信されるＰＲＳは、セルのフレームお
よびスロットタイミング（ｎｓ，ｌ）、サイクリックプリフィックス長（ＮＣＰ）、およ
びＰＣＩ
【数１５】

【００５８】
によって決定される。
【００５９】
　[0059]例えば、連続した測位サブフレームの数、周期性、ミューティングパターン等の
、ＰＲＳ構成パラメータは、ネットワーク１３０によって決められ、ＯＴＤＯＡ支援デー
タの一部として、（例えば、サーバ１５０によって）ＭＳ１２０にシグナリングされうる
。ＯＴＤＯＡ支援データは、基準セル情報（ＰＣＩ）、ならびに近隣セルのＰＣＩおよび
それらのセルに関するＰＲＳ構成パラメータを含む近隣セルリストを含むことができる。
ＯＴＤＯＡ支援情報により、ＭＳは様々なセルから受信された信号上でいつ測位オケージ
ョンが生じるかを決定し、ＴＯＡを測定するために様々なセルから送信されたＰＲＳシー
ケンスを決定することができるようになりうる。
【００６０】
　[0060]従来のシステムでは、各物理送信アンテナ要素が種々の干渉環境を経験し、これ
によりＭＳ１２０に同じ信号のいくつかの観測を提供しうるので、アンテナダイバシティ
がマルチパス干渉を緩和するために度々使用される。例えば、１つの物理送信アンテナ要
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素がディープフェイドを経験している場合、別の物理送信アンテナ要素が端末で十分な信
号を有している可能性がある。しかしながら従来のシステムでは、ＰＲＳが単一のアンテ
ナポート－ポート６－から送信され、それにより、複数物理送信アンテナ要素からのダイ
バシティを利用することができない。この制限を克服するために、従来のシステムでは、
基地局はＰＲＳのための物理送信アンテナ要素の交換を用い、ここにおいて、物理送信ア
ンテナ要素はＰＲＳオケージョンの間で交換される。したがって、各ＰＲＳオケージョン
は、単一の物理送信アンテナ要素から送信されることができるけれども、ＰＲＳオケージ
ョンは、いくつかの物理送信アンテナ要素間で交互に起こる。上記の状況では、ＵＥが、
到着時間（ＴＯＡ）値を決定するために、複数ＰＲＳオケージョン、および複数ＰＲＳオ
ケージョンをわたったコヒーレント平均化／積分を使用する場合、コヒーレント平均化か
ら取得されるＴＯＡ値は、種々のＰＲＳオケージョンに対する種々の伝搬チャネルの使用
のせいで不正確であるだろう。
【００６１】
　[0061]同様に、ＤＡＳを使用する従来のシステムでは、同じセルに属し、かつ同じセル
物理セル識別子（ＰＣＩ）を共有する地理的に分散されたＤＡＳ物理送信アンテナ要素が
同じＰＲＳ信号を送信するので、ＵＥは、個々のＤＡＳ要素と受信されたＰＲＳ信号を相
関することができない。結果として、ＤＡＳケースにおける信号送信機の位置は曖昧であ
り、ＵＥポジション計算は可能ではないことがある。
【００６２】
　[0062]ポジション計算はまた、遠隔ラジオヘッド（ＲＲＨｓ）によって作り出された送
信ポイントがマクロセルと同じＰＣＩを有し、結果として同一のＰＲＳ信号を送信するの
で、マクロセルカバレッジエリア内で低電力ＲＲＨｓを使用する在来のシステムでも曖昧
である。例えばこのことは、ＬＴＥアドバンスド協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）送信を
使用するいくつかのシナリオにおいて生じうる。これらのシナリオでは、ＵＥは個々のＲ
ＲＨ要素と受信されたＰＲＳ信号を相関することができず、それにより位置計算における
曖昧性を作り出すだろう。
【００６３】
　[0063]したがって、いくつかの実施形態では、例えば、アンテナ交換が使用される状況
において、ＯＴＤＯＡ支援情報は、ＰＲＳ送信のためのアンテナ交換がセルにおいて使用
されるかどうかを示すアンテナ交換支援情報のような、ＰＲＳ支援情報を含むことができ
る。いくつかの実施形態では、ＭＳ１２０に送られるＰＲＳ支援データはまた、追加のア
ンテナ交換支援情報を含むこともできる。例えば、サーバ１５０は、ＬＰＰまたはＬＰＰ
ｅプロトコルの一部として提供されるＯＴＤＯＡ支援データにおいてアンテナ交換支援情
報を含むことができる。
【００６４】
　[0064]一実施形態では、アンテナ交換支援情報は、ＰＲＳ測位オケージョン間でのアン
テナ交換がセルにおいて生じるかどうかを示すブーリアンパラメータを含むことができる
。アンテナ交換がセルにおいて生じる場合は、セルに関するブーリアンパラメータが真に
設定されうる、またはアンテナ交換がセルにおいて生じない場合は偽に設定されうる。セ
ルに関して真に設定される場合、ブーリアンパラメータは、複数ＰＲＳオケージョンをわ
たったコヒーレント平均化がそのセルに関して使用されるべきではないとＭＳ１２０に示
すことができる。セルに関して偽に設定される場合、ブーリアンパラメータは、ＭＳ１２
０が位置決定のためのＴＯＡ値を決定するために、複数ＰＲＳオケージョンを一貫して使
用しうると示すことができる。
【００６５】
　[0065]別の実施形態では、ＭＳ１２０は、到着時間（ＴＯＡ）を決定するために、単一
のＰＲＳ測位オケージョンを使用することができる。アンテナ交換支援データが、アンテ
ナ交換がＰＲＳオケージョン間で使用されると示す場合、ＭＳ１２０は、例えばＰＲＳオ
ケージョン毎に１つのＴＯＡ値を決定することによって複数ＴＯＡ値を決定することがで
きる。アンテナ交換のケースでは、ＰＲＳ測位オケージョンからの各ＴＯＡは、各ＰＲＳ
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ョン計算の目的で、最短ＴＯＡ値が望まれるＬＯＳ遅延により近くありうるためで、ＵＥ
は、最後のＴＯＡ測定値として、ＴＯＡ値のセット中の最短ＴＯＡ値を選択しうる。
【００６６】
　[0066]アンテナ交換支援データが、アンテナ交換がＰＲＳオケージョン間で使用されな
いと示す場合、ＭＳ１２０は、上記で説明されたように、ＴＯＡ値のセットを決定しない
ことがある。ＰＲＳが、（例えば、物理送信アンテナ要素交換なしで）単一の物理送信ア
ンテナ要素から送信される場合、各ＰＲＳオケージョンは、本質的に同じ無線チャネルを
経験し、それにより、複数ＴＯＡを決定することは利点ではないことがある。したがって
、いくつかの実施形態では、ＭＳ１２０は、複数ＴＯＡ値の決定が役立ちうるかどうかを
決めるためにアンテナ交換支援データを有利に使用することができ、それにより、アンテ
ナ交換が使用されない状況で電力およびプロセッサリソースを節約することができる。
【００６７】
　[0067]別の実施形態では、アンテナ交換支援情報は、アンテナ交換パターン情報を提供
することができる。アンテナ交換パターン情報は、例えば、アンテナ交換が各ＰＲＳ測位
オケージョンの間に実行されないけれども、物理送信アンテナ要素１４０－１、１４０－
２、１４０－３、および／または１４０－４の間での交換が、ｒつのＰＲＳ測位オケージ
ョン毎に生じ、ここにおいて、ｒ≧１は何らかの整数である状況において役立ちうる。例
えば、ｒ＝２では、物理送信アンテナ要素１４０－１、１４０－２、１４０－３、および
／または１４０－４の間での交換は、２つのＰＲＳ測位オケージョン毎に生じうる。
【００６８】
　[0068]いくつかの実施形態では、アンテナ交換パターン情報は、ビットストリングの形
式をとりうる。ビットストリングは、例えば、いつアンテナ交換が生じるか、および物理
送信アンテナ要素がセルにおいて交換される前にいくつのＰＲＳ測位オケージョンが送信
されるかを示すことができる。いくつかの実施形態では、アンテナ交換パターン情報は、
行列を使用して提供されることができ、ここにおいて、その行列の各行は、アンテナ１４
０－１、１４０－２、１４０－３、および１４０－４のうちの１つのような物理送信アン
テナ要素を表し、各列はＰＲＳ測位オケージョンを表す。したがって、例えば、行列のｘ
番目の行およびｙ番目の列上の位置（ｘ，ｙ）における「１」は、スケジューリングされ
たｙ番目のＰＲＳ測位オケージョンがｘ番目の物理送信アンテナ要素によって送信される
と示すことができる一方で、位置（ｘ，ｙ）における「０」は、スケジューリングされた
ｙ番目の測位オケージョンＰＲＳオケージョンがｘ番目の物理送信アンテナ要素によって
送信されないと示すことができる。いくつかの実施形態では、交換情報は、システムフレ
ーム番号０（ＳＦＮ＝０）を有する無線フレームに関連して定義されうる。
【００６９】
　[0069]例えば、２つの物理送信アンテナ要素を用いた事例では、ＰＲＳ測位オケージョ
ン毎のアンテナ交換は
【数１６】

【００７０】
によって示されうる。上記の例では、行列の各行は、物理送信アンテナ要素に対応するこ
とができ、行列の各列はＰＲＳオケージョンを示すことができる。上記の例では、交換は
、ＰＲＳ測位オケージョン毎に生じる。
【００７１】
　[0070]２つのＰＲＳ測位オケージョン毎のアンテナ交換を示す行列は、形式
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【数１７】

【００７２】
をとることができる。上記の行列は、物理送信アンテナ要素１４０－１が２番目の２つの
ＰＲＳ測位オケージョンの間にＰＲＳ測位情報を送信する一方で、物理送信アンテナ要素
１４０－２が１番目の２つのＰＲＳ測位オケージョンの間にＰＲＳ測位情報を送信すると
示すことができる。図３Ｂを参照すると、ＤＡＳ３５０では、物理送信アンテナ要素１４
０－１、１４０－２、１４０－３、および１４０－４を用いて、２つのＰＲＳ測位オケー
ジョン毎の交換を示す行列は、形式
【数１８】

【００７３】
をとることができる。上記の行列は、物理送信アンテナ要素１４０－２が１番目の２つの
ＰＲＳ測位オケージョンの間に送信し、その後、次の２つのＰＲＳ測位オケージョンの間
に送信する物理送信アンテナ要素１４０－１が続き、順に２つの後続のＰＲＳ測位オケー
ジョンの間に物理送信アンテナ要素１４０－３が続き、そして、次の２つのＰＲＳ測位オ
ケージョンの間に物理送信アンテナ要素１４０－４が続く、と示す。アンテナ交換パター
ンを指定する行列の使用は例示であり、説明の目的のみのためのものであり、様々な他の
表現が、当業者には明らかであるだろうと考えられる。
【００７４】
　[0071]３ＧＰＰ規格および技術仕様書はまた、ＭＳ１２０へのダウンリンクのための論
理アンテナポートを定義する。「アンテナポート」または「論理アンテナポート」は概し
て、同一のチャネル条件の下での信号送信に関する総称の用語として使用される。アンテ
ナポートは、物理送信アンテナ要素１４０または物理アンテナポート（ＰＡＰ）に動的に
マッピングされる論理エンティティである。論理アンテナポートは、それらが転送する情
報によって特徴付けられる論理チャネルとしてみなされうる一方で、物理送信アンテナ要
素は、情報がどのように送信されるかによって特徴付けられるトランスポートチャネルと
して見なされうる。したがって、物理送信アンテナ要素への論理アンテナポートの動的マ
ッピングは、物理送信アンテナ要素に論理アンテナポートを割り当てることによって、ト
ランスポートチャネルに論理チャネルをマッピングする。
【００７５】
　[0072]独立チャネルが想定されるダウンリンク方向における各ＬＴＥオペレーティング
／送信モード（例えば、単一入力単一出力（ＳＩＳＯ）対多入力多出力（ＭＩＭＯ））で
は、別個の論理アンテナポートが定義される。同一の論理アンテナポートを介して送信さ
れるＬＴＥシンボルは、同じチャネル条件の影響を受ける。ＢＳの物理送信アンテナ要素
への論理アンテナポートのマッピングは、ＢＳ実装に依存しうる。
【００７６】
　[0073]例えば、物理送信アンテナ要素１４０がアンテナ１４０－１、１４０－２、１４
０－３、および１４０－４を有するＤＡＳを表すいくつかの実施形態では、ＰＲＳ送信に
使用される論理アンテナポート６は、物理アンテナポート（ＰＡＰ）にマッピングされ、
ＰＲＳシーケンスは、物理アンテナポート識別子（ＰＡＰ　ＩＤ）の関数として生成され
うる。同様に、セルが複数のＲＲＨによってサービス提供される状況では、ＲＲＨ上の論
理アンテナポート６は、ＰＡＰにマッピングされ、ＰＲＳシーケンスは、ＰＡＰ　ＩＤの
関数として生成されうる。例えば、一実装では、ＰＣＩ
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【数１９】

【００７７】
を有する特定のｅノードＢ（ＢＳ）のための異なる物理送信アンテナ要素でＰＲＳを区別
するために、ＰＲＳシーケンスのための初期化シードは、ＰＡＰの関数でありうる。した
がっていくつかの実施形態では、上記の初期化の式（２）におけるｃｉｎｉｔは、
【数２０】

【００７８】
のようにＰＡＰに関して変更されうる、ここにおいて、ＰＡＰｈは、
【数２１】

【００７９】
では、物理アンテナポートｈに対応し、

【数２２】

【００８０】
は、物理アンテナポートの数である。上記の式（３）におけるｃｉｎｉｔがＰＡＰ　ＩＤ
　ＰＡＰｈの関数であるので、いくつかの実施形態では、種々のＰＲＳシーケンスが、各
ＤＡＳ物理送信アンテナ要素またはＲＲＨから送信されうる。
【００８１】
　[0074]いくつかの実施形態では、サーバ１５０は、サーバ１５０によるＯＴＤＯＡ支援
情報の一部として、ＰＡＰ　ＩＤを送信することができる。さらに、ＰＡＰ　ＩＤは、サ
ーバ１５０と通信するＭＳ１２０で複製ＰＲＳシーケンスを生成する能力を示す受信され
た情報に部分的に基づいて、ＯＴＤＯＡ支援情報の一部として送信されうる。
【００８２】
　[0075]いくつかの実施形態では、式（３）は、アンテナ交換が、ＰＡＰにアンテナをマ
ッピングすること、およびＰＲＳオケージョンが物理送信アンテナ要素間で交互にミュー
トされる、各物理送信アンテナ要素のためのミューティングパターンを適用すること、に
相当するものとして認められうるので、アンテナダイバーシティスキームを用いて使用さ
れうる。いくつかの実施形態では、論理アンテナポート６は、交換される物理送信アンテ
ナ要素の数に基づいて、複数ＰＡＰにマッピングされうる。例えば、２つの物理送信アン
テナ要素のケースでは、論理アンテナポート６は２つのＰＡＰ、ＰＡＰ０およびＰＡＰ１

に割り当てられうる。上記の式（３）にしたがうと、ＰＡＰ０およびＰＡＰ１は異なるＰ
ＲＳシーケンスを送信するだろう。さらに上記の例では、いくつかの実施形態において、
アンテナ交換は、１つのＰＡＰが他のＰＡＰのＰＲＳ送信中ミュートされると示すために
、ＯＴＤＯＡ支援データで定義されるミューティングパターンを使用して示されうる。
【００８３】
　[0076]種々のＰＲＳシーケンスが、（例えば、複数ＲＲＨを有するセルに関して）種々
の位置で、物理送信アンテナ要素に各々が関連付けられた種々のＰＡＰによって、（上記
で説明されたように）送信されるいくつかの実施形態では、追加のＯＴＤＯＡ支援データ
は、各ＰＲＳシーケンスの捕捉および測定を支援するためにＭＳ１２０に提供されうる。
例として、各ＰＲＳシーケンスに関する概算の予測されるＲＳＴＤ、および／または物理
送信アンテナ要素１４０の各々の位置または相対的な位置が提供されうる。
【００８４】
　[0077]加えていくつかの実施形態では、レガシモバイル局が上記のＰＲＳ関連の変化に
よって影響されないことを確実にするために、ＰＡＰのためのモバイル局能力インジケー
ションがＬＰＰまたはＬＰＰｅで定義されるＯＴＤＯＡ能力に加えられうる。一実施形態
では、例えばレガシサポートを確実にするために、ＰＡＰ　ＩＤ　ＰＡＰ０を有する物理
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送信アンテナ要素１４０－１のような、１つの物理送信アンテナ要素は、そのＰＲＳシー
ケンスを変化させず、これは、式（３）において、ｈ＝０ではｆ（ＰＡＰｈ）＝０と設定
することによって達成されうる。したがって前の例では、ＰＲＳシーケンスは、ＰＡＰ０

に関しては変更されず、これによりレガシモバイル局にサポートを提供することができる
。
【００８５】
　[0078]ＭＳ１２０からのモバイル局能力情報が、同じセル／ＰＣＩからのマルチＰＲＳ
シーケンス（つまり、単一のＰＣＩに対する複数ＰＲＳシーケンス）に対するサポートを
示すいくつかの実施形態では、物理送信機位置がマルチＰＲＳシーケンスにマッピングさ
れうるため、サーバ１５０は、ＯＴＤＯＡ支援データにそのようなセルを含むことができ
、ＭＳ１２０は、ＤＡＳまたはＲＲＨシステムにおける送信機からのＯＴＤＯＡ測定に着
手しうる。
【００８６】
　[0079]ＭＳ１２０からのモバイル局能力情報が、同じセル／ＰＣＩからのマルチＰＲＳ
シーケンスに対するサポートの欠如を示す場合、サーバ１５０は、ＯＴＤＯＡ支援データ
にそのようなセルを含まないことがある。これ以前に概説されたように、ＯＴＤＯＡ測位
は、ＤＡＳまたはＲＲＨを有するセルにおけるレガシモバイル局には実用的でないことが
あるので、そのようなセルは、サーバ１５０によって提供されるＯＴＤＯＡ支援情報から
既に除外されうる。したがって、ＯＴＤＯＡ支援データからのマルチＰＲＳセルの除外は
、レガシモバイル局に対して最小のインパクトを及ぼしうる、または全くインパクトを及
ぼさないことがある。
【００８７】
　[0080]いくつかの実施形態では、ＭＳ１２０は、ＯＴＤＯＡ測定を行うために、ＰＲＳ
支援情報、アンテナ交換支援情報、アンテナ交換パターン情報、および／またはミューテ
ィング情報、のうちの１つまたは複数を備えるＯＴＤＯＡ支援データおよび／またはマル
チＰＲＳシーケンスと連動して、ＰＣＩを使用することができる。いくつかの実施形態で
は、ＭＳ１２０は、アンテナダイバシティ、ＤＡＳ、またはＲＲＨシステムを用いて、セ
ル内の上記情報を使用してＯＴＤＯＡ測定を行うことができる。
【００８８】
　[0081]いくつかの実施形態では、ＯＴＤＯＡ測定は、ＭＳ１２０の位置を決定するため
にＭＳ１２０および／またはサーバ１５０によって使用されうる。ＯＴＤＯＡ測位では、
セル、物理送信アンテナ要素１４０、またはＯＴＤＯＡ測定が行われるＲＲＨを一義的に
識別することによって、ＭＳ１２０またはサーバ１５０は、物理送信アンテナ要素１４０
の実際の位置を使用することができ、それはその後、ポジション計算のために利用されう
る。
【００８９】
　[0082]図２は、接続、および適用可能である場合、全データ転送中、確立されたままで
あるＭＳ１２０とサーバ１５０との間の位置セッションを使用して、サーバ１５０からＭ
Ｓ１２０への支援データの転送、およびＭＳ１２０からサーバ１５０への位置情報（例え
ば、ＲＳＴＤ測定値）の転送をサポートする基本のプロシージャのメッセージフローを例
示している。例を目的として、メッセージフローはＬＰＰ／ＬＰＰｅ測位プロトコルメッ
セージとして説明されているけれども、他のタイプのメッセージ（例えばＬＰＰメッセー
ジ）も、望まれる場合、使用されうることは理解されるべきである。
【００９０】
　[0083]ステップ２１で、ＭＳ１２０のアンテナ交換支援データ能力およびマルチＰＲＳ
シーケンスを含むＬＰＰ／ＬＰＰｅ能力がサーバ１５０に知られていない場合、いくつか
の実施形態では、サーバ１５０は、ＭＳ１２０にＬＰＰ／ＬＰＰｅ要求能力を送ることが
できる。ＭＳ１２０のＬＰＰ／ＬＰＰｅ能力を要求する、要求能力メッセージは、パラメ
ータの中でも特に、ＰＡＰに対する能力インジケーションおよび／または同じセル／ＰＣ
ＩからのマルチＰＲＳシーケンスに対するサポートを含む、ＯＴＤＯＡ能力を求める要求
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を含むことができる。
【００９１】
　[0084]ＭＳ１２０は、メッセージフローのステップ２２において、サーバ１５０に送ら
れるＬＰＰ／ＬＰＰｅ提供能力メッセージで応答することができる。説明されている実施
形態のある特定の態様では、提供能力メッセージは、要求能力メッセージがステップ２１
で送られない場合にステップ２２で要求されていないＭＳ１２０によって提供されうる。
別の実施形態では、ステップ２２における提供能力メッセージは、ステップ２４において
後に送られる支援データを求める要求と関連して、代わりとしてＭＳ１２０によって送ら
れうる。提供能力メッセージは、パラメータの中でも特に、ＰＡＰに対する能力インジケ
ーションおよび／または同じセル／ＰＣＩからのマルチＰＲＳシーケンスに対するサポー
トを含む、ＭＳ　ＯＴＤＯＡ能力のインジケーションを含む。
【００９２】
　[0085]ステップ２１および２２に類似するけれども逆の方向へのメッセージ転送を伴う
ステップが、ＰＡＰに関する能力インジケーションおよび／または同じセル／ＰＣＩから
のマルチＰＲＳシーケンスに対するサポートを含む、ＯＴＤＯＡ能力に対するサポートに
関して、ＭＳ１２０にサーバ１５０のＬＰＰ／ＬＰＰｅ能力を転送するために、ステップ
２１および２２の代わりに、またはステップ２１、および２２に加えて実行されうる。こ
れらのステップは図２には図示されておらず、使用される場合、逆のＬＰＰｅモードを利
用し、ここにおいてＭＳ１２０は、サーバ１５０からの能力を要求および受信することを
可能にされうる。
【００９３】
　[0086]メッセージフローのステップ２３では、サーバ１５０は、ＬＰＰ／ＬＰＰｅ要求
位置情報メッセージにおいてＭＳ１２０から位置情報を要求する。位置情報を求める要求
は、ＭＳ１２０によって実行されるべきＲＳＴＤ測定を求める要求を含むことができる。
【００９４】
　[0087]いくつかの実施形態では、ＭＳ１２０は、ステップ２３で受信される要求を満た
すためにＯＴＤＯＡ支援データを要求することができ、ステップ２４で、サーバ１５０に
支援データを求めるＬＰＰ／ＬＰＰｅ要求を送ることができる。いくつかの実施形態では
、ＭＳ１２０は、ＰＲＳ支援情報、アンテナ交換支援情報、アンテナ交換パターン情報、
および／またはミューティング情報、のうちの１つまたは複数を備えるＯＴＤＯＡ支援デ
ータおよび／またはＰＡＰ支援情報のような、要求される特定の支援データを指定するこ
とができる。いくつかの実施形態では、ステップ２４は生じないことがあり、サーバ１５
０は、要求されていないＭＳ１２０に支援データを送ることを決めることがある。
【００９５】
　[0088]メッセージフローのステップ２５では、サーバ１５０は、ＭＳ１２０に転送され
るべき支援データを取得することができる。ステップ２４が実行された場合、支援データ
は、サーバ１５０に利用可能でありうるＭＳ１２０によって要求される支援情報のすべて
を備えることができる。ステップ２５で転送される支援データは、ＬＰＰ／ＬＰＰｅで定
義されるＯＴＤＯＡ支援データを含むことができ、アンテナ交換およびＰＡＰ支援情報を
含むこともできる。
【００９６】
　[0089]ＭＳ１２０はその後、ステップ２５で受信されたＯＴＤＯＡ支援データに基づい
て基準セルと複数近隣セルとの間のＲＳＴＤを測定することができる。いくつかの実施形
態では、ＭＳ１２０は、上記で説明されているようにＲＳＴＤを決定するために、支援デ
ータに含まれるアンテナ交換情報を利用することができる。例えば、アンテナ交換が特定
のセル上で使用される場合、ＭＳ１２０は、各セルに関するＴＯＡ値のセットを決定し、
ＲＳＴＤ計算のためにこのセットから最後のＴＯＡを選択することができる。
【００９７】
　[0090]ステップ２５で受信される支援データがマルチＰＲＳを示す場合、ＭＳ１２０は
、式（３）のシードを使用して、それに応じて、ＴＯＡ推定のための複製ＰＲＳシーケン
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スを決定することができる。いくつかの実施形態では、式（３）におけるｆ（ＰＡＰｈ）
は、例えば、ＰＣＩ等の他のＯＴＤＯＡ支援データと共に、ステップ２５で受信された支
援データに含まれうる。
【００９８】
　[0091]一度ＭＳ１２０がステップ２３で、例えばＲＳＴＤ測定値のような、サーバ１５
０によって要求されるようなすべての測定値を決定してしまったとすると、それはステッ
プ２６でサーバ１５０に、ＬＰＰ／ＬＰＰｅ提供位置情報メッセージにおいてそれらの測
定値を送ることができる。ステップ２６におけるＬＰＰ／ＬＰＰｅ提供位置情報メッセー
ジは、ＲＳＴＤが提供されるｆ（ＰＡＰｈ）およびＰＣＩのような、測定されたセルの識
別とともに、ＲＳＴＤ測定値を含むことができる。いくつかの実施形態では、サーバ１５
０は、ＭＳ１２０の位置を計算するために、ＢＳタイミング情報に加えて、ＭＳが測定を
実行してしまっているアンテナ位置の情報と共に受信された測定値を使用することができ
る。サーバ１５０はその後、例えば、ＬＣＳクライアント１６０（図２には図示せず）に
ＭＳ１２０の計算された位置を提供することができる。
【００９９】
　[0092]いくつかの実施形態では、ＭＳ１２０は、ＭＳ１２０の位置を計算し、場合によ
りサーバ１５０に推定された位置を報告するために、ＢＳタイミング情報に加えて、ＭＳ
１２０が測定を実行してしまっているアンテナ位置の情報と共に測定値を使用することが
できる。いくつかの実施形態では、サーバ１５０は、ＬＣＳクライアント１６０にＭＳ位
置情報を提供することができる。
【０１００】
　[0093]図３ａは、高電力で放射する従来の単一の物理送信アンテナ要素２４０を伴う在
来の単一の物理送信アンテナ要素システム３００を図示している。従来の単一の物理送信
アンテナ要素２４０は、単一のセル／ＰＣＩのためのカバレッジを提供することができる
。ＰＲＳおよびＯＴＤＯＡ測定を使用する従来の技法は、在来の単一の物理送信アンテナ
要素システム３００において位置決定のためにＭＳ１２０によって利用されうる。
【０１０１】
　[0094]図３ｂは、複数物理送信アンテナ要素１４０－１、１４０－２、１４０－３、お
よび１４０－４を有するＤＡＳ３５０を例示している。ＤＡＳ３５０では、空間的に隔て
られており、かつ共通のソースに接続されうる複数物理送信アンテナ要素１４０－１、１
４０－２、１４０－３、および１４０－４は、従来の単一の物理送信アンテナ要素２４０
を置き換え、同じセルのためのカバレッジを提供することができる。分散型アンテナシス
テム３５０では、送信される電力は、従来の単一物理送信アンテナ要素２４０と同じエリ
アをわたりながらも低減された総電力および改善した信頼性を伴うカバレッジを提供する
ために空間で隔てられうる物理送信アンテナ要素１４０の間で分散されうる。したがって
、ＤＡＳ３５０は、同じエリアをカバーするために、低電力物理送信アンテナ要素１４０
－１、１４０－２、１４０－３、および１４０－４のグループに、在来の単一の物理送信
アンテナ要素システム３００を置き換えることによって実現されうる。
【０１０２】
　[0095]通常、従来展開された単一セルＤＡＳでは、物理送信アンテナ要素１４０は、同
じセル／ＰＣＩに位置付けられており、物理送信アンテナ要素１４０－１、１４０－２、
１４０－３、および１４０－４は、すべて同じＰＲＳ信号を送信し、それにより、信号送
信機の位置の精密な決定を妨害し、ＭＳポジション計算を実用的でなくしうる。
【０１０３】
　[0096]図４は、単一のセルにサービス提供する複数のＲＲＨ送信機４２０－１、４２０
－２．．．４２０－６を有するＲＲＨシステム４００を例示している。ＲＲＨシステム４
００では、個々のＲＲＨ送信機４２０－１～４２０－６は、ｅノードＢ（ＢＳ）４１０に
対して遠隔であり、光コネクタ４３０を使用してｅノードＢ４１０に結合されうる。
【０１０４】
　[0097]ＲＲＨが単一のセル／ＰＣＩにサービス提供する従来展開されたＲＲＨシステム
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では、各ＲＲＨは、同じＰＲＳ信号を送信しうる。例えば、これより前に説明されたよう
に、そのような状況は、ＲＲＨがマクロセルカバレッジエリア内のカバレッジを提供する
ＬＴＥアドバンスド協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）送信において生まれうる。したがっ
て上記の従来のシナリオでは、各ＲＲＨは同じＰＲＳ信号を送信し、それにより、信号送
信機の位置の精密な決定を妨害し、ＭＳポジション計算を実用的でなくしうる。
【０１０５】
　[0098]いくつかの実施形態では、ＤＡＳ３５０（図３Ｂ）またはＲＲＨシステム４００
（図４）におけるＭＳ１２０のロバストポジション決定を許可するために、ＰＲＳ送信に
使用される論理アンテナポート６は、物理アンテナポート（ＰＡＰ）にマッピングされ、
ＰＲＳシーケンスは、ＰＡＰ　ＩＤの関数として生成されうる。同様に、セルが複数のＲ
ＲＨによってサービス提供される状況では、ＲＲＨ上の論理アンテナポート６は、ＰＡＰ
にマッピングされ、ＰＲＳシーケンスは、ＰＡＰ　ＩＤの関数として生成されうる。した
がって、これより前に論じられたように、初期化シードｃｉｎｉｔは、
【数２３】

【０１０６】
と式（３）で提示されているように変更されうる。ｃｉｎｉｔがＰＡＰ　ＩＤ　ＰＡＰｈ

の関数であるので、いくつかの実施形態では、異なるＰＲＳシーケンスが、物理送信アン
テナ要素１４０－１、１４０－２、１４０－３、および１４０－４の各々、または各ＲＲ
Ｈから、共通のＰＣＩを共有しているにもかかわらず送信されうる。
【０１０７】
　[0099]異なるＰＲＳシーケンスが、上記で述べられたように、各物理送信アンテナ要素
から送信されうるけれども、例えば、ＬＴＥシステムにおけるＰＲＳトーンは、ＰＣＩが
上記で述べられたように６つの可能性のある周波数配列のうちの１つを決定するので、各
物理送信アンテナ要素にとって同じでありうる。例えば、セル特有周波数シフトは、
【数２４】

【０１０８】
によって与えられ、各物理送信アンテナ要素が同じＰＣＩ
【数２５】

【０１０９】
を有するため、各物理送信アンテナ要素は、異なるＰＲＳシーケンスを、しかしながら同
じ周波数配列（ｖshift）で、送信するだろう。したがって、ＰＲＳシーケンスがある物
理送信アンテナ要素を他から区別するために使用されうるのに対して、いくつかの実施形
態では、異なるミューティングパターンが、複数アンテナ要素からの周波数ドメインにお
けるＰＲＳオケージョンを重複させることを回避するために同じＰＣＩに属する各アンテ
ナ要素に利用されうる。したがって、ミューティングパターンは、異なる物理送信アンテ
ナ要素から送信されるＰＲＳシーケンスを区別することをさらに容易にするために使用さ
れうる。
【０１１０】
　[00100]図５Ａは、アンテナ交換システムにおけるＰＲＳ送信に使用される論理アンテ
ナポート６　５２０　６の、ＰＡＰ　ＩＤ０を有する物理アンテナポートＰＡＰ０　５３
０－０、およびＰＡＰ　ＩＤ１を有するＰＡＰ１　５３０－１へのマッピング５００を図
示している。図５Ａは、論理アンテナポート５２０－１～５２０－８、および物理アンテ
ナポート５３０を備える論理アンテナポート５２０を図示している。図５Ａでは、論理ア
ンテナポート６は、ｅノードＢ５１０と同じＰＣＩを共有する。図５Ａは、論理アンテナ
ポート６が、ＰＡＰ０　５２０－０およびＰＡＰ１　５３０－１としてそれぞれ図示され
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ている２つの物理アンテナポート０および１にマッピングされうるように、２つの物理送
信アンテナ要素１４０－１および１４０－２が存在することを想定している。図５Ａでは
、ｆ（ＰＡＰ０）は単に、ＰＡＰ　ＩＤ０を有するＰＡＰ０に関してはｆ（ＰＡＰ０）＝
０として、およびＰＡＰ　ＩＤ１を有するＰＡＰ１に関してはｆ（ＰＡＰ１）＝１として
定義されている。したがって、図５Ａでは、各物理アンテナポート５３０－０および５３
０－１は、それらが共通のＰＣＩを共有しているけれども、異なるＰＲＳシーケンスを送
信するだろう。上記で説明されたように、ｆ（ＰＡＰｈ）が例示であり、かつ説明の目的
のみのためのものであることは留意されたい。概して、ｆ（ＰＡＰｈ）は、線形関数、二
次関数、多項式、または入力値としてＰＡＰ　ＩＤを使用し、かつ定義された出力値ｆ（
ＰＡＰｈ）を提供するあらゆる他の数学関数のような、ＰＡＰ　ＩＤ　ｈの様々な数学関
数に設定されうる。
【０１１１】
　[00101]いくつかの実施形態では、ＰＡＰ　ＩＤは、適切なＬＰＰ／ＬＰＰｅプロトコ
ルを使用してＯＴＤＯＡ支援データの一部として、ＭＳ１２０にサーバ１５０によって提
供されうる。いくつかの実施形態では、ＯＴＤＯＡ支援データは、ＭＳ１２０が各個々の
アンテナポートのための複製ＰＲＳ信号を決定することを可能にするために、ＰＡＰ　Ｉ
Ｄ、または関数ｆ（ＰＡＰｈ）を含むことができる。
【０１１２】
　[00102]いくつかの実施形態では、物理アンテナポート（ＰＡＰ）に論理アンテナポー
ト６をマッピングし、ＰＡＰ　ＩＤの関数としてＰＲＳシーケンスを生成することによっ
て、異なる物理位置におけるＴＸアンテナ（またはＲＲＨ）は、共通のＰＣＩを共有する
ことにも関わらず、特異のＰＲＳ信号を送信することができることがある。
【０１１３】
　[00103]図５Ｂは、ＤＡＳまたはＲＲＨシステムにおけるＰＲＳ送信に使用される論理
アンテナポート６　５２０　６の、ＰＡＰ　ＩＤ０を有する物理アンテナポートＰＡＰ０

　５３０－０～ＰＡＰ　ＩＤ５を有するＰＡＰ５　５３０－５へのマッピング５５０を図
示している。図５Ｂは、論理アンテナポート５２０－１～５２０－８、および物理アンテ
ナポート５３０－０～５３０－５を備える論理アンテナポート５２０を図示している。図
５Ｂでは、論理アンテナポート６は、ｅノードＢ５１０と同じＰＣＩを共有する。図５Ｂ
は、異なる物理位置に、６つの物理送信アンテナ要素１４０－１、１４０－２．．．１４
０－６が存在することを想定している。図５Ｂで図示されているように、論理アンテナポ
ート６は、ＰＡＰ０　５３０－０～ＰＡＰ５　５３０－５としてそれぞれ図示されている
６つの物理アンテナポート０～５にマッピングされうる。
【０１１４】
　[00104]図６Ａは、開示されている実施形態に一貫した方法でＭＳ１２０のポジション
を決定する典型的な方法６００のためのフローチャートを図示している。いくつかの実施
形態では、方法６００の部分は、ＭＳ１２０によって、ならびに／または、ＭＳ１２０、
サーバ１５０、および／もしくは別のネットワークエンティティの何らかの組み合わせに
よって実行されうる。方法は、例えば、ＭＳ１２０が位置決定を開始する、および／また
はＬＣＳクライアント１６０または別のネットワークエンティティがＭＳ１２０に関する
位置情報を要求する、ステップ６１０で始まりうる。いくつかの実施形態では、方法６０
０の部分は、ＬＰＰまたはＬＬＰｅプロトコルを使用して実行されうる。
【０１１５】
　[00105]次に、ステップ６２０で、能力情報を求める要求は、ＭＳ１２０によって受信
されうる。例えば、ＭＳ１２０は、ＰＡＰのための能力インジケーションおよび／または
同じセル／ＰＣＩからのマルチＰＲＳシーケンスに対するサポートを含む、限定はされな
いがＯＴＤＯＡ能力のような、ＭＳ１２０の能力を要求しうる、要求能力メッセージを受
信することができる。
【０１１６】
　[00106]ステップ６２５では、ＭＳ１２０は、記憶された能力情報に部分的に基づいて
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、ＭＳ１２０が、ＰＡＰ、同じセル／ＰＣＩからのマルチＰＲＳシーケンス、および／ま
たはアンテナ交換支援データに関連するＯＴＤＯＡ支援情報をサポート／受信する能力を
有するどうかを決定することができる。例えば、アンテナ交換支援情報は、１つまたは複
数のセルに対応するブーリアンパラメータを備えることができる、１つまたは複数のセル
に関するＰＲＳ支援情報を含むことができる。各ブーリアンパラメータは、アンテナ交換
が、対応するセルのためのＰＲＳ測位オケージョン間で生じるかどうかを決定することが
できる。いくつかの実施形態では、アンテナ交換支援情報はまた、アンテナ交換間隔に関
連する情報もまた含むことできる。アンテナ交換支援間隔は、物理送信アンテナ要素が交
換される前に、少なくとも１つのセルにおける物理送信アンテナ要素上で送信される連続
的なＰＲＳ測位オケージョンの数の観点から指定されうる。
【０１１７】
　[00107]ＭＳ１２０が、それが、ＰＡＰ、同じセル／ＰＣＩからのマルチＰＲＳシーケ
ンス、および／またはアンテナ交換支援データに関連するＯＴＤＯＡ支援情報をサポート
する能力を有することを決定する（ステップ６３０における「Ｙ」）場合、ステップ６３
０では、ＭＳ１２０は、ＬＰＰおよび／またはＬＰＰｅで定義されるＯＴＤＯＡ支援デー
タを含むことができ、また同じセル／ＰＣＩからのマルチＰＲＳシーケンスに関連する支
援情報、アンテナ交換支援データ、および／またはＰＡＰ支援情報も含むことができる、
ＭＳ１２０によって要求される支援情報のすべてを受信することができる。
【０１１８】
　[00108]ステップ６３５では、ＭＳ１２０は、ＯＴＤＯＡ支援データに基づいて基準セ
ルと複数近隣セルとの間のＲＳＴＤを測定することができる。いくつかの実施形態では、
ＭＳ１２０は、上記で説明されたようにＲＳＴＤを決定するために、支援データに含まれ
るアンテナ交換情報を利用することができる。一実施形態では、アンテナ交換が特定のセ
ル上で使用される場合、ＭＳ１２０は、各セルに関するＴＯＡ値のセットを決定し、ＲＳ
ＴＤ計算のためにこのセットから１つのＴＯＡを選択することができる。例えば、アンテ
ナ交換が少なくとも１つのセルによって使用される場合、ＭＳ１２０は、単一のＰＲＳ測
位オケージョン中のＭＳにおけるＰＲＳ関連測定に基づいて決定されたＴＯＡ値のセット
からＰＲＳに関する到着時間値を選択することができる。いくつかの実施形態では、選択
されたＴＯＡ値は、そのセットにおける他のＴＯＡ値よりもＰＲＳのソースとＭＳ１２０
との間のより短い距離を示すことができる。
【０１１９】
　[00109]ＭＳ１２０が、それがＰＡＰ、同じセル／ＰＣＩからのマルチＰＲＳシーケン
ス、および／またはアンテナ交換支援データ等に関連するＯＴＤＯＡ支援情報をサポート
する能力がないことを決定する（ステップ６３０では「Ｎ」）場合、ステップ６５０では
、いくつかの実施形態において、ＭＳ１２０がレガシ支援情報を受信することができる。
例えば、いくつかの実施形態では、ＭＳ１２０は、ｆ（ＰＡＰ）＝０を設定することによ
って達成されうる、ｆ（ＰＡＰｈ）によって変更されないＰＲＳシーケンスを維持する物
理送信アンテナ要素に関連する情報を受信することができる。例えば、ＭＳ１２０は、ｆ
（ＰＡＰ）＝０である物理アンテナポートＰＡＰ０に関連する情報を提供されうる。次に
ステップ６５５では、ＭＳ１２０は、ステップ６５０で受信されるレガシ支援情報に基づ
いてＲＳＴＤを測定することができる。
【０１２０】
　[00110]いくつかの実施形態では、ＭＳ１２０のポジションはその後、測定されたＲＳ
ＴＤ情報を使用してステップ６４０で決定されうる。いくつかの実施形態では、ＭＳ１２
０はそれ自身の位置を計算することができる。別の実施形態では、ＭＳ１２０のポジショ
ンは、測定されたＲＳＴＤ情報に基づいて、サーバ１５０によって計算されうる。方法は
、ステップ６６０で終了しうる。方法６００は例示であり、様々な変更が、当業者には明
らかであるように、ステップを組み合わせる、または除外することによってなされうる。
例えば、どのレガシサポートも提供されないようないくつかの実施形態では、ステップ６
５０および６５５は除外され、方法は、それが終了するステップ６６０に進むことができ
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る。別の例として、方法は、位置支援に使用されるプロトコル、ＭＳ１２０の能力、およ
び／またはサーバ１５０の能力に依存して変更されうる。
【０１２１】
　[00111]図６Ｂは、開示されている実施形態に一貫した方法でＭＳ１２０のポジション
を決定する別の典型的な方法６７５のためのフローチャートを図示している。いくつかの
実施形態では、方法６００の部分は、ＭＳ１２０によって実行されうる。方法は、例えば
、ＭＳ１２０が位置決定を開始する、および／またはＬＣＳクライアント１６０または別
のネットワークエンティティがＭＳ１２０に関する位置情報を要求する、ステップ６１０
で始まりうる。いくつかの実施形態では、方法６７５の部分は、ＬＰＰまたはＬＬＰｅプ
ロトコルを使用して実行されうる。
【０１２２】
　[00112]次にステップ６３０では、ＭＳ１２０は、ＬＰＰおよび／またはＬＰＰｅで定
義されるＯＴＤＯＡ支援データを含むことができ、また同じセル／ＰＣＩからのマルチＰ
ＲＳシーケンスに関連する支援情報、アンテナ交換支援データ、および／またはＰＡＰ支
援情報も含むことができる、ＭＳ１２０によって要求される支援情報のすべてを受信する
ことができる。例えば、ＭＳ１２０は、セルに関するアンテナ交換支援情報を含む測位基
準信号（ＰＲＳ）支援情報を備えることができるＯＴＤＯＡ支援情報を受信することがで
きる。
【０１２３】
　[00113]ステップ６８５では、ＭＳ１２０は、物理送信アンテナ要素交換が、受信され
たアンテナ交換支援情報に少なくとも部分的に基づいて、セルによって使用されるかどう
かを決定することができる。
【０１２４】
　[00114]次にステップ６９０では、物理送信アンテナ要素交換がセルによって使用され
る場合、ＭＳ１２０は、単一のＰＲＳ測位オケージョン中のＭＳにおける測定に基づいて
決定される到達時間（ＴＯＡ）値のセットからＰＲＳに関するＴＯＡ値を選択することが
でき、ここにおいて、ＰＲＳはＭＳによって受信され、選択されたＴＯＡ値は、ＴＯＡ値
のセットにおける他のＴＯＡ値よりも、ＰＲＳのソースとＭＳとの間のより短い距離を示
す。いくつかの実施形態では、選択されたＴＯＡ値は、ＭＳ１２０の推定された位置を決
定するために使用されうる。方法は、ステップ６６０で終了しうる。
【０１２５】
　[00115]図７Ａは、開示されている実施形態に一貫した方法でＭＳ１２０のポジション
を決定する典型的な方法７００のためのフローチャートを図示している。いくつかの実施
形態では、方法７００の部分は、サーバ１５０によって実行されうる。方法は、例えば、
サーバ１５０またはＭＳ１２０が位置決定を開始する、および／またはＬＣＳクライアン
ト１６０または別のネットワークエンティティがＭＳ１２０に関する位置情報を要求する
、ステップ７１０で始まりうる。いくつかの実施形態では、方法７００の部分は、ＬＰＰ
またはＬＬＰｅプロトコルを使用して実行されうる。
【０１２６】
　[00116]次にステップ７１５では、サーバ１５０は、ＭＳ１２０から能力情報を受信す
ることができる。いくつかの実施形態では、能力情報は、サーバ１５０によって送られた
以前の要求能力メッセージに応答して、提供能力メッセージで受信されうる。いくつかの
実施形態では、サーバ１５０によって受信される能力情報は、限定されないが、ＰＡＰに
対するサポートのインジケーション、アンテナ交換支援情報、および／または同じセル／
ＰＣＩからのマルチＰＲＳシーケンスに対するサポートを含む、モバイル局のＯＴＤＯＡ
能力に関連する情報を含むことができる。
【０１２７】
　[00117]ステップ７２０では、サーバ１５０は、受信された能力情報に部分的に基づい
て、ＭＳ１２０が、ＰＡＰ、同じセル／ＰＣＩからのマルチＰＲＳシーケンス、および／
またはアンテナ交換支援データに関連するＯＴＤＯＡ支援情報をサポート／受信する能力
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を有するどうかを決定することができる。
【０１２８】
　[00118]サーバ１５０が、ＭＳ１２０が、ＰＡＰ、同じセル／ＰＣＩからのマルチＰＲ
Ｓシーケンス、および／またはアンテナ交換支援データに関連するＯＴＤＯＡ支援情報を
サポートする能力を有することを決定する（ステップ７２０における「Ｙ」）場合、ステ
ップ７２５では、サーバ１５０は、ＬＰＰおよび／またはＬＰＰｅで定義されるＯＴＤＯ
Ａ支援データを含むことができ、また同じセル／ＰＣＩからのマルチＰＲＳシーケンスに
関連する支援情報、アンテナ交換支援データ、および／またはＰＡＰ支援情報も含むこと
ができる、ＭＳ１２０によって要求される支援情報のすべてを送ることができる。いくつ
かの実施形態では、サーバ１５０は、ＯＴＤＯＡ支援情報の一部として、ＰＡＰ　ＩＤを
送信することができる。さらに、ＰＡＰ　ＩＤは、サーバ１５０（例えば、位置サーバ）
と通信するＭＳ１２０で複製ＰＲＳシーケンスを生成する能力を示す受信された情報に部
分的に基づいて、ＯＴＤＯＡ支援情報の一部として送信されうる。いくつかの実施形態で
は、位置支援情報は、ＭＳ１２０に提供支援データメッセージにおいて送信されうる。
【０１２９】
　[00119]サーバ１５０が、ＭＳ１２０がＰＡＰ、同じセル／ＰＣＩからのマルチＰＲＳ
シーケンス、および／またはアンテナ交換支援データに関連するＯＴＤＯＡ支援情報をサ
ポートしないことを決定する（ステップ７２０では「Ｎ」）場合、ステップ７４０では、
いくつかの実施形態において、サーバ１５０は、ＭＳ１２０にレガシ支援情報を送ること
ができる。例えば、いくつかの実施形態では、サーバ１５０は、ｆ（ＰＡＰ）＝０を設定
することによって達成されうる、ｆ（ＰＡＰｈ）によって変更されないＰＲＳシーケンス
を維持する物理送信アンテナ要素に関連する情報を送ることができる。例えば、サーバ１
５０は、ｆ（ＰＡＰ）＝０である物理アンテナポートＰＡＰ０に関連する情報を送ること
ができる。
【０１３０】
　[00120]次にステップ７３０では、サーバ１５０は、提供される支援情報に基づいてＭ
Ｓ１２０によって測定されるＲＳＴＤを受信することができる。ステップ７３５では、Ｍ
Ｓ１２０の位置は、測定されたＲＳＴＤに基づいて決定されうる。例えば、アンテナ交換
が特定のセル上で使用される場合、サーバ１５０は、提供されるＯＴＤＯＡ支援情報に基
づいて、測定されたＴＯＡのセットからの１つのＴＯＡ値を受信することができる。
【０１３１】
　[00121]いくつかの実施形態では、ＭＳ１２０のポジションはその後、測定されたＲＳ
ＴＤ情報を使用してステップ７３５で決定されうる。いくつかの実施形態では、ＭＳ１２
０は、それ自身の位置を計算し、サーバ１５０にその位置を中継することができる。別の
実施形態では、ＭＳ１２０のポジションは、測定されたＲＳＴＤ情報に基づいて、サーバ
１５０によって計算されうる。方法はその後、ステップ７５０で終了しうる。
【０１３２】
　[00122]方法７００は例示であり、様々な変更が当業者には明らかであるように、ステ
ップを組み合わせる、または除外することによってなされうる。例えば、どのレガシサポ
ートも提供されないようないくつかの実施形態では、ステップ７４０は除外され、方法は
、それが終了するステップ７５０に進むことができる。別の例として、方法は、位置支援
に使用されるプロトコル、ＭＳ１２０の能力、および／または位置支援サーバの能力に依
存して変更されうる。
【０１３３】
　[00123]図７Ｂは、開示されている実施形態に一貫した方法で位置推定中に使用されう
る典型的な方法７５５のためのフローチャートを図示している。いくつかの実施形態では
、方法７５５の部分は、サーバ１５０によって実行されうる。方法は、例えば、サーバ１
５０またはＭＳ１２０が位置決定を開始する、および／またはＬＣＳクライアント１６０
または別のネットワークエンティティがＭＳ１２０に関する位置情報を要求する、ステッ
プ７１０で始まりうる。いくつかの実施形態では、方法７５５の部分は、ＬＰＰまたはＬ
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ＬＰｅプロトコルを使用して実行されうる。
【０１３４】
　[00124]次にステップ７２５では、サーバ１５０は、ＬＰＰおよび／またはＬＰＰｅで
定義されるＯＴＤＯＡ支援データを含むことができ、また同じセル／ＰＣＩからのマルチ
ＰＲＳシーケンスに関連する支援情報、アンテナ交換支援データ、および／またはＰＡＰ
支援情報も含むことができる、ＭＳ１２０によって要求される支援情報のすべてを送るこ
とができる。例えば、サーバ１５０は、ＭＳ１２０にＯＴＤＯＡ支援情報を送ることがで
き、ここにおいて、ＯＴＤＯＡ支援情報は、サーバ１５０によってサービス提供されるセ
ルのサブセットにおける少なくとも１つのセルに関するアンテナ交換支援情報を含む測位
基準信号（ＰＲＳ）支援情報を備えることができる。方法はその後、ステップ７５０で終
了しうる。
【０１３５】
　[00125]図７Ｃは、複数の物理送信アンテナ要素を備えるシステムにおいて特異のＰＲ
Ｓシーケンスを生成する典型的な方法７６０を図示している。いくつかの実施形態では、
方法７６０の部分は、サーバ１５０によって実行されうる。方法は、例えば、サーバ１５
０またはＭＳ１２０が位置決定を開始する、および／またはＬＣＳクライアント１６０ま
たは別のネットワークエンティティがＭＳ１２０に関する位置情報を要求する、ステップ
７１０で始まりうる。いくつかの実施形態では、方法７６０の部分は、ＬＰＰまたはＬＬ
Ｐｅプロトコルを使用して実行されうる。
【０１３６】
　[00126]次に、ステップ７６５では、サーバ５０は、複数の物理送信アンテナ要素のサ
ブセットに特異のＰＡＰ　ＩＤを割り当てることができる。ステップ７７０では、サーバ
は、複数の物理送信アンテナ要素のサブセットのためのＰＲＳシーケンスを生成すること
ができ、ここにおいて、各ＰＲＳシーケンスは、複数の物理送信アンテナ要素のサブセッ
トにおける１つの物理送信アンテナ要素に対応し、関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、対応する物理
送信アンテナ要素のためのＰＲＳシーケンスを生成するために使用される長さ３１ゴール
ドシーケンスのためのシードに追加され、関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、対応する物理送信アン
テナ要素のＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）に基づく。方法は、ステップ７７５で終了しうる。
【０１３７】
　[00127]図８は、開示されている実施形態と一貫した方法で、アンテナダイバシティ、
ＤＡＳ、および／またはＲＲＨを有するシステムにおいてＰＲＳ支援情報を使用してＯＴ
ＤＯＡ測定をサポートすることを可能にされるＭＳ１２０のある特定の典型的な特徴を例
示している概略ブロック図を図示している。ＭＳ１２０は、例えば、１つまたは複数の接
続手段３０６（例えば、バス、配線（ｌｉｎｅｓ）、ファイバ、リンク等）を用い非一時
的なコンピュータ可読媒体３２０およびメモリ３０４に結合されうる、１つまたは複数の
処理ユニット３０２、メモリ３４０、トランシーバ３１０（例えば、ワイヤレスネットワ
ークインタフェース）、および（適用可能であれば）ＳＰＳ受信機３４０を含むことがで
きる。ある特定の例となる実装では、ＭＳ１２０のすべてまたは一部は、チップセット、
および／または同様のものの形式をとることができる。ＳＰＳ受信機３４０は、１つまた
は複数のＳＰＳリソースと関連付けられた信号を受信することを可能にされうる。トラン
シーバ３１０は、例えば、１つまたは複数のタイプのワイヤレス通信ネットワークをわた
って１つまたは複数の信号を送信することを可能にされた送信機３１２、および１つまた
は複数のタイプのワイヤレス通信ネットワークをわたって送信された１つまたは複数の信
号を受信するための受信機３１４を含むことができる。
【０１３８】
　[00128]処理ユニット３０２は、ハードウェア、ファームウェア、およびソフトウェア
の組み合わせを使用して実装されうる。いくつかの実施形態では、処理ユニット３０２は
、ＰＲＳ支援情報を含む、受信されたＯＴＤＯＡ支援情報を処理することができる、ＭＳ
　ＰＲＳ支援データモジュール３１６を含むことができる。例えば、ＭＳ　ＰＲＳ支援デ
ータモジュール３１６は、アンテナ交換パターン情報およびアンテナミューティング情報
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を含む、アンテナ交換支援情報を備えるＰＲＳ支援情報を処理することができる。いくつ
かの実施形態では、ＭＳ　ＰＲＳ支援データモジュール３１６は、ＯＴＤＯＡ支援情報の
一部として受信された関数ｆ（ＰＡＰｈ）、および／またはＰＡＰ　ＩＤを処理すること
もできる。処理ユニット３０２はまた、直接、または図８で図示されている１つまたは複
数の他の機能ブロックと連動して、のどちらかで、支援情報を含む様々な他の受信された
ＬＰＰ／ＬＰＰｅメッセージを処理する能力を有することもできる。いくつかの実施形態
では、処理ユニット３０２は、ＭＳ１２０の動作に関するプロシージャまたはプロセスを
計算するデータ信号の少なくとも一部を実行するように設定可能な１つまたは複数の回路
を表すことができる。
【０１３９】
　[00129]いくつかの実施形態では、ＭＳ１２０は、内部または外部にありうる１つまた
は複数のＭＳアンテナ（図示せず）を含むことができる。ＭＳアンテナは、トランシーバ
３１０および／またはＳＰＳ受信機３４０によって処理される信号を送信および／または
受信するために使用されうる。いくつかの実施形態では、ＭＳアンテナは、トランシーバ
３１０およびＳＰＳ受信機３４０に結合されうる。いくつかの実施形態では、ＭＳ１２０
によって受信（送信）された信号の測定値は、ＭＳアンテナとトランシーバ３１０の接続
のポイントで実行されうる。例えば、受信（送信）されたＲＦ信号測定値に関する基準の
測定ポイントは、受信機３１４（送信機３１２）の入力（出力）端末、およびＭＳアンテ
ナの出力（入力）端末でありうる。複数ＭＳアンテナまたはアンテナアレイを有するＭＳ
１２０では、アンテナコネクタは、複数ＭＳアンテナのアグリゲート出力（入力）を表す
仮想のポイントとして見なされうる。いくつかの実施形態では、ＭＳ１２０は、信号強度
およびＴＯＡ測定値を含む受信された信号を測定することができ、生の測定値が処理ユニ
ット３０２によって処理されうる。
【０１４０】
　[00130]本明細書で説明されている方法は、アプリケーションに依存して様々な手段に
よって実行されうる。例えば、これらの方法は、ハードウェア、ファームウェア、ソフト
ウェア、またはそれらのあらゆる組み合わせで実行されうる。ハードウェア実装では、処
理ユニット３０２は、１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、デジタルシ
グナルプロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）、プログラマブル
論理デバイス（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プロセ
ッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、電子デバイス、本明
細書で説明されている機能を実行するよう設計された他の電子ユニット、またはそれらの
組み合わせ内で実装されうる。
【０１４１】
　[00131]ファームウェアおよび／またはソフトウェア実装では、方法は、本明細書で説
明されている機能を実行するモジュール（例えば、プロシージャ、関数、等）を用いて実
行されうる。命令を有形に具現化するいずれの機械可読媒体も、本明細書で説明されてい
る方法を実行する際に使用されうる。例えば、ソフトウェアコードは、処理ユニット３０
２に接続される非一時的なコンピュータ可読媒体３２０、またはメモリ３０４に記憶され
、処理ユニット３０２によって実行されうる。メモリは、プロセッサユニット内で、また
はプロセッサユニットの外部に実装されうる。本明細書で使用される場合、「メモリ」と
いう用語は、任意のタイプの長期、短期、揮発性、不揮発性、または他のメモリを指し、
いずれの特定のタイプのメモリまたはメモリの数、あるいはメモリが記憶される媒体のタ
イプにも限定されるものではない。
【０１４２】
　[00132]ファームウェアおよび／またはソフトウェアで実装される場合、機能は、媒体
３２０および／またはメモリ３０４のような、非一時的なコンピュータ可読媒体上に１つ
または複数の命令、またはプログラムコード３０８として記憶されうる。例は、データ構
造を用いて符号化されるコンピュータ可読媒体およびコンピュータプログラム３０８を用
いて符号化されるコンピュータ可読媒体を含む。例えば、プログラムコード３０８を記憶
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した非一時的なコンピュータ可読媒体は、開示されている実施形態と一貫した方法で、ア
ンテナダイバシティ、ＤＡＳ、および／またはＲＲＨを有するシステムにおいてＰＲＳ支
援情報を使用してＯＴＤＯＡ測定をサポートするためのプログラムコード３０８を含むこ
とができる。非一時的なコンピュータ可読媒体３２０は、物理コンピュータ記憶媒体を含
む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされることができる任意の利用可能な媒
体でありうる。限定ではなく例として、そのような非一時的なコンピュータ可読媒体は、
ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭ、または他の光学ディスク記
憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいは命令もしくはデー
タ構造の形式で所望のプログラムコード３０８を記憶するよう使用されることができ、コ
ンピュータによってアクセスされることができる任意の他の媒体を備えることができる；
ディスク（disk）およびディスク（disc）は、本明細書において使用される場合、コンパ
クトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光学ディスク
（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディス
ク（disk）、およびブルーレイディスク（disc）を含み、ここにおいてディスク（disk）
は通常、磁気的にデータを再生するけれども、ディスク（disc）は、レーザーを用いて光
学的にデータを再生する。上記の組み合わせもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含
まれるべきである。
【０１４３】
　[00133]コンピュータ可読媒体３２０上の記憶装置に加えて、命令および／またはデー
タは、通信装置に含まれる送信媒体上で信号としても提供されうる。例えば、通信装置は
、命令およびデータを示す信号を有するトランシーバ３１０を含むことができる。命令お
よびデータは、１つまたは複数のプロセッサに、特許請求の範囲で概説される機能を実行
させるように構成される。すなわち、通信装置は、開示されている機能を実行するための
情報を示す信号を用いる送信媒体を含む。
【０１４４】
　[00134]メモリ３０４は、あらゆるデータ記憶メカニズムを表すことができる。メモリ
３０４は、例えば、一次メモリおよび／または二次メモリを含むことができる。一次メモ
リは、例えば、ランダムアクセスメモリ、読取専用メモリ、等を含むことができる。この
例では処理ユニット３０２とは別個であるとして例示されているけれども、一次メモリの
すべてまたは一部が、処理ユニット３０２内で提供されうる、あるいはそうでなければ処
理ユニット３０２と同じ場所に位置付けられうる／処理ユニット３０２と結合されうる、
ことは理解されるべきである。二次メモリは、例えば、一次メモリ、および／または、例
えばディスクドライブ、光学ディスクドライブ、テープドライブ、ソリッドステートメモ
リドライブ、等のような１つまたは複数のデータ記憶デバイスもしくはシステムと同じま
たは類似のタイプのメモリを含むことができる。
【０１４５】
　[00135]ある特定の実装では、二次メモリは、非一時的なコンピュータ可読媒体３２０
を動作的に受け入れ可能でありうる、またはそうでなければ非一時的なコンピュータ可読
媒体３２０に結合するように設定可能でありうる。このようにある特定の例となる実装で
は、本明細書で提示されている方法および／または装置は、少なくとも１つの処理ユニッ
ト３０２によって実行される場合に、本明細書で説明されているような例となる動作のす
べておよび一部を実行することを動作するように可能にされうる、コンピュータ実装可能
命令３０８を記憶しうるコンピュータ可読媒体３２０の形式を、全体または一部としてと
ることができる。コンピュータ可読媒体３２０は、メモリ３０４の一部でありうる。
【０１４６】
　[00136]次に、図９に対して参照がなされ、これは、開示されている実施形態と一貫し
た方法で、アンテナダイバシティ、ＤＡＳ、および／またはＲＲＨを有するシステムにお
いてＰＲＳ支援情報を使用してＯＴＤＯＡ測定をサポートすることを可能にされるサーバ
１５０を例示している概略ブロック図である。いくつかの実施形態では、サーバ１５０は
、例えば、１つまたは複数の接続手段３５６（例えば、バス、配線、ファイバ、リンク等
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）を用いて動作可能に結合されうる、１つまたは複数の処理ユニット３５２、メモリ３５
４、記憶装置３６０、および（適用可能であれば）通信インタフェース３９０（例えば、
ワイヤラインまたはワイヤレスネットワークインタフェース）を含むことができる。ある
特定の例となる実装では、サーバ１５０のいくらかの部分は、チップセット、および／ま
たは同様のものの形式をとることができる。
【０１４７】
　[00137]通信インタフェース３９０は、ワイヤード送信および／または受信をサポート
する様々なワイヤードおよびワイヤレス接続手段を含むことができ、必要に応じて、１つ
または複数のタイプのワイヤレス通信ネットワークをわたって、１つまたは複数の信号の
送信および受信を追加で、または代わりとしてサポートすることができる。通信インタフ
ェース３９０はまた、様々な他のコンピュータおよび周辺機器との通信のためのインタフ
ェースを含むこともできる。例えば一実施形態では、通信インタフェース３９０は、サー
バ１５０によって実行された通信機能の１つまたは複数を実行する、ネットワークインタ
フェースカード、入出力カード、チップ、および／またはＡＳＩＣを備えることができる
。いくつかの実施形態では、通信インタフェース３９０はまた、ネットワークで基地局に
よって使用される、ＰＣＩ、設定されたＰＲＳ情報、および／またはタイミング情報のよ
うな、様々なネットワーク構成関連情報を取得するために、ネットワーク１３０とインタ
フェースで接続することもできる。例えば、通信インタフェース３９０は、ネットワーク
１３０で基地局からＰＣＩ、設定されたＰＲＳ、タイミングおよび／または他の情報を取
得するために、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．４５５で定義されているＬＰＰ添付文書（ＬＰＰ
ａ）プロトコルまたはこのプロトコルの改良を使用することができる。処理ユニット３５
２は、開示されている実施形態と一貫した方法で、ＯＴＤＯＡ支援データ情報を生成する
ために受信された情報のいくらか、またはすべてを使用することができる。
【０１４８】
　[00138]処理ユニット３５２は、ハードウェア、ファームウェア、およびソフトウェア
の組み合わせを使用して実装されうる。いくつかの実施形態では、処理ユニット３５２は
、モバイル局１２０への送信のためにＰＲＳ支援情報を含む、ＯＴＤＯＡ支援情報を生成
することができる、サーバＰＲＳ支援データモジュール３６６を含むことができる。例え
ば、サーバＰＲＳ支援データモジュール３６６は、アンテナ交換支援情報およびアンテナ
交換パターン情報を備えるＰＲＳ支援情報を生成および／またはフォーマットすることが
できる。いくつかの実施形態では、サーバＰＲＳ支援データモジュール３６６はまた、モ
バイル局１２０への送信のために、ＯＴＤＯＡ支援情報の一部として、ＰＡＰ　ＩＤ、ま
たは関数ｆ（ＰＡＰｈ）を生成することもできる。処理ユニット３５２はまた、直接、ま
たは図９で図示されている１つまたは複数の他の機能ブロックと連動して、のどちらかで
、様々な他のＬＰＰ／ＬＰＰｅ支援情報を処理する能力を有することもできる。いくつか
の実施形態では、処理ユニット３５２は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測位
プロトコル（ＬＰＰ）またはＬＰＰ拡張子（ＬＰＰｅ）メッセージとして、ＯＴＤＯＡ支
援情報を生成することができる。いくつかの実施形態では、処理ユニット３５２は、サー
バ１５０の動作に関するプロシージャまたはプロセスを計算するデータ信号の少なくとも
一部を実行するように設定可能な１つまたは複数の回路を表すことができる。
【０１４９】
　[00139]フローチャートおよびメッセージフローにおいて本明細書で説明されている方
法は、アプリケーションに依存して様々な手段によって実行されうる。例えば、これらの
方法は、ハードウェア、ファームウェア、ソフトウェア、またはそれらのあらゆる組み合
わせで実行されうる。ハードウェア実装では、処理ユニット３５２は、１つまたは複数の
特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル
信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プロセッサ、コントローラ、マイクロコントロ
ーラ、マイクロプロセッサ、電子デバイス、本明細書で説明されている機能を実行するよ
う設計された他の電子ユニット、またはそれらの組み合わせ内で実装されうる。
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【０１５０】
　[00140]ファームウェアおよび／またはソフトウェア実装では、方法は、本明細書で説
明されている機能を実行するモジュール（例えば、プロシージャ、関数、等）を用いて実
行されうる。命令を有形に具現化するいずれの機械可読媒体も、本明細書で説明されてい
る方法を実行する際に使用されうる。例えば、ソフトウェアは、リムーバブル媒体を含む
、非一時的なコンピュータ可読媒体３５８の使用をサポートすることができる、リムーバ
ブル媒体ドライブ３７０に記憶されうる。プログラムコードは、非一時的なコンピュータ
可読媒体３５８またはメモリ３５４上に存在し、処理ユニット３５２によって読み取りお
よび実行されうる。メモリは、処理ユニット３５２内で、または処理ユニット３５２の外
部に実装されうる。本明細書で使用される場合、「メモリ」という用語は、任意のタイプ
の長期、短期、揮発性、不揮発性、または他のメモリを指し、いずれの特定のタイプのメ
モリまたはメモリの数、あるいはメモリが記憶される媒体のタイプにも限定されるもので
はない。
【０１５１】
　[00141]ファームウェアおよび／またはソフトウェアで実装される場合、機能は、非一
時的なコンピュータ可読媒体３５８および／またはメモリ３５４上に１つまたは複数の命
令、またはコードとして記憶されうる。例は、データ構造を用いて符号化されるコンピュ
ータ可読媒体およびコンピュータプログラムを用いて符号化されるコンピュータ可読媒体
を含む。例えば、プログラムコードを記憶した非一時的なコンピュータ可読媒体３５８は
、開示されている実施形態と一貫した方法で、アンテナダイバシティ、ＤＡＳ、および／
またはＲＲＨを有するシステムにおいてＰＲＳ支援情報を使用してＯＴＤＯＡ測定をサポ
ートするためのプログラムコードを含むことができる。
【０１５２】
　[00142]非一時的なコンピュータ可読媒体は、様々な物理コンピュータ記憶媒体を含む
。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされることができる任意の利用可能な媒体
でありうる。限定ではなく例として、そのような非一時的なコンピュータ可読媒体は、Ｒ
ＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、または他の光学ディスク記憶装置、磁気デ
ィスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいは命令もしくはデータ構造の形式で
所望のプログラムコードを記憶するよう使用されることができ、コンピュータによってア
クセスされることができる任意の他の媒体を備えることができる；ディスク（disk）およ
びディスク（disc）は、本明細書において使用される場合、コンパクトディスク（disc）
（ＣＤ）、レーザーディスク（disc）、光学ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク
 (disc)（ＤＶＤ）、フロッピーディスク（disk）、およびブルーレイディスク（disc）
を含み、ここにおいてディスク（disk）は通常、磁気的にデータを再生するけれども、デ
ィスク（disc）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。非一時的なコンピュー
タ可読媒体の他の実施形態は、フラッシュドライブ、ＵＳＢドライブ、ソリッドステート
ドライブ、メモリカード等を含む。上記の組み合わせもまた、コンピュータ可読媒体の範
囲内に含まれるべきである。
【０１５３】
　[00143]コンピュータ可読媒体上の記憶装置に加えて、命令および／またはデータは、
メモリ３５４、記憶装置３６０に命令／データを記憶することができ、実行のために処理
ユニット３５２に命令／データを中継した、通信インタフェース３９０に送信媒体上で信
号として提供されうる。例えば、通信インタフェース３９０は、命令およびデータを示す
ワイヤレスまたはネットワーク信号を受信することができる。命令およびデータは、１つ
または複数のプロセッサに、特許請求の範囲で概説される機能を実行させるように構成さ
れる。すなわち、通信装置は、開示されている機能を実行するための情報を示す信号を用
いる送信媒体を含む。
【０１５４】
　[00144]メモリ３５４は、あらゆるデータ記憶メカニズムを表すことができる。メモリ
３５４は、例えば、一次メモリおよび／または二次メモリを含むことができる。一次メモ
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リは、例えば、ランダムアクセスメモリ、読み取り専用メモリ、非揮発性ＲＡＭ等を含む
ことができる。この例では処理ユニット３５２とは別個であるとして例示されているけれ
ども、一次メモリのすべてまたは一部が、処理ユニット３５２内で提供されうる、あるい
はそうでなければ処理ユニット３５２と同じ場所に位置付けられうる／処理ユニット３５
２と結合されうる、ことは理解されるべきである。二次メモリは、例えば、一次メモリ、
および／または、例えばハードディスクドライブ、光学ディスクドライブ、テープドライ
ブ、ソリッドステートメモリドライブ、等を含む１つまたは複数のデータ記憶デバイス３
６０のような記憶装置３６０、と同じまたは類似のタイプのメモリを含むことができる。
いくつかの実施形態では、記憶装置３６０は、システム１００および／またはより広いセ
ルラネットワークにおける様々なエンティティに関連する情報を保持することができる１
つまたは複数のデータベースを備えることができる。いくつかの実施形態では、データベ
ースにおける情報は、ＭＳ１２０の能力、サーバ１５０の能力を記憶すること、ＯＴＤＯ
Ａ支援データを生成すること、ＭＳ１２０の位置を計算すること、等を含む、様々な計算
中に処理ユニット３５２によって読み取り、使用、および／または更新されうる。
【０１５５】
　[00145]ある特定の実装では、二次メモリは、非一時的なコンピュータ可読媒体３５８
を動作的に受け入れ可能でありうる、またはそうでなければ非一時的なコンピュータ可読
媒体３５８に結合するように設定可能でありうる。このようにある特定の例となる実装で
は、本明細書で提示されている方法および／または装置は、少なくとも１つの処理ユニッ
ト３５２によって実行される場合に、本明細書で説明されているような例となる動作のす
べておよび一部を実行することを動作するように可能にされうる、コンピュータ実装可能
命令を記憶した非一時的なコンピュータ可読媒体３５８を含むことができるリムーバブル
媒体ドライブ３７０の形式を、全体または一部としてとることができる。コンピュータ可
読媒体３５８は、メモリ３５４の一部でありうる。
【０１５６】
　[00146]本発明は、教示の目的ために指定の実施形態に関係して例示されているけれど
も、本発明は、それらに限定されない。本発明の範囲から逸脱することなく様々な適応お
よび変更が行われうる。したがって、添付の特許請求の範囲の趣旨および範囲は、前述の
説明に限定されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　サーバからの観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報を提供する方法であって、
　モバイル局（ＭＳ）に前記ＯＴＤＯＡ支援情報を送ることと、ここにおいて、前記ＯＴ
ＤＯＡ支援情報は、前記サーバによってサービス提供されるセルのサブセットにおける少
なくとも１つのセルに関するアンテナ交換支援情報を含む測位基準信号（ＰＲＳ）支援情
報を備える、
　を備える方法。
　［Ｃ２］
　前記アンテナ交換支援情報は、１つまたは複数のブーリアンパラメータをさらに備え、
前記１つまたは複数のブーリアンパラメータの各々は、
　前記サーバによってサービス提供されるセルの前記サブセットにおける対応するセルに
対応し、
　物理送信アンテナ要素交換が、前記対応するセルのためのＰＲＳ測位オケージョン間で
生じるかどうかを示す、
　Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記アンテナ交換支援情報は、アンテナ交換間隔に関連する情報をさらに備え、前記ア
ンテナ交換間隔は、前記物理送信アンテナ要素が交換される前に、前記少なくとも１つの
セルにおける物理送信アンテナ要素上で送信される連続的なＰＲＳ測位オケージョンの数
の観点から指定される、Ｃ１に記載の方法。
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　［Ｃ４］
　前記アンテナ交換支援情報は、
　アンテナ交換パターン情報、または
　アンテナミューティングパターン情報、
　のうちの少なくとも１つをさらに備える、Ｃ３に記載の方法。
　［Ｃ５］
　前記ＯＴＤＯＡ支援情報は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測位プロトコル
（ＬＰＰ）またはＬＰＰ拡張子（ＬＰＰｅ）メッセージを使用して前記ＭＳに送られる、
Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ６］
　前記サーバは、前記少なくとも１つのセルのための位置サーバである、Ｃ１に記載の方
法。
　［Ｃ７］
　通信インタフェースと、ここにおいて、前記通信インタフェースは、モバイル局に観測
到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報を送るためのものである、
　前記通信インタフェースに結合されたプロセッサと、ここにおいて、前記プロセッサは
、サーバによってサービス提供されるセルのサブセットにおける少なくとも１つのセルに
関する前記ＯＴＤＯＡ支援情報を生成するように構成され、前記ＯＴＤＯＡ支援情報は、
前記少なくとも１つのセルに関するアンテナ交換支援情報を含む測位基準信号（ＰＲＳ）
支援情報を備える、
　を備えるサーバ。
　［Ｃ８］
　前記アンテナ交換支援情報は、１つまたは複数のブーリアンパラメータをさらに備え、
前記１つまたは複数のブーリアンパラメータの各々は、
　前記サーバによってサービス提供されるセルの前記サブセットにおける対応するセルに
対応し、
　物理送信アンテナ要素交換が、前記対応するセルのためのＰＲＳ測位オケージョン間で
生じるかどうかを示す、
　Ｃ７に記載のサーバ。
　［Ｃ９］
　前記アンテナ交換支援情報は、アンテナ交換間隔に関連する情報をさらに備え、前記ア
ンテナ交換間隔は、前記物理送信アンテナ要素が交換される前に、前記少なくとも１つの
セルにおける物理送信アンテナ要素上で送信される連続的なＰＲＳ測位オケージョンの数
の観点から指定される、Ｃ７に記載のサーバ。
　［Ｃ１０］
　前記アンテナ交換支援情報は、
　アンテナ交換パターン情報、または
　アンテナミューティングパターン情報、
　のうちの少なくとも１つをさらに備える、Ｃ９に記載のサーバ。
　［Ｃ１１］
　前記プロセッサは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測位プロトコル（ＬＰＰ
）またはＬＰＰ拡張子（ＬＰＰｅ）メッセージとして、前記ＯＴＤＯＡ支援情報をさらに
生成する、Ｃ７に記載のサーバ。
　［Ｃ１２］
　モバイル局に観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報を送るための手段と、
　ＯＴＤＯＡ支援情報を送るための前記手段に結合された処理する手段と、ここにおいて
、前記処理する手段は、サーバによってサービス提供されるセルのサブセットにおける少
なくとも１つのセルに関する前記ＯＴＤＯＡ支援情報を生成するためのものであり、前記
ＯＴＤＯＡ支援情報は、少なくとも１つのセルに関するアンテナ交換支援情報を含む測位
基準信号（ＰＲＳ）支援情報を備える、
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　を備えるサーバ。
　［Ｃ１３］
　前記アンテナ交換支援情報は、１つまたは複数のブーリアンパラメータをさらに備え、
前記１つまたは複数のブーリアンパラメータの各々は、
　前記サーバによってサービス提供されるセルの前記サブセットにおける対応するセルに
対応し、
　物理送信アンテナ要素交換が、前記対応するセルのためのＰＲＳ測位オケージョン間で
生じるかどうかを示す、
　Ｃ１２に記載のサーバ。
　［Ｃ１４］
　前記アンテナ交換支援情報は、アンテナ交換間隔に関連する情報をさらに備え、前記ア
ンテナ交換間隔は、前記物理送信アンテナ要素が交換される前に、前記少なくとも１つの
セルにおける物理送信アンテナ要素上で送信される連続的なＰＲＳ測位オケージョンの数
の観点から指定される、Ｃ１２に記載のサーバ。
　［Ｃ１５］
　前記アンテナ交換支援情報は、
　アンテナ交換パターン情報、または
　アンテナミューティングパターン情報、
　のうちの少なくとも１つをさらに備える、Ｃ１４に記載のサーバ。
　［Ｃ１６］
　前記処理する手段は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測位プロトコル（ＬＰ
Ｐ）またはＬＰＰ拡張子（ＬＰＰｅ）メッセージとして、前記ＯＴＤＯＡ支援情報をさら
に生成するためのものである、Ｃ１２に記載のサーバ。
　［Ｃ１７］
　プロセッサによって実行されるときに、サーバからの観測到達時間差（ＯＴＤＯＡ）支
援情報を提供するための方法におけるステップを実行する命令を備える非一時的なコンピ
ュータ可読媒体であって、前記ステップは、
　モバイル局に前記ＯＴＤＯＡ支援情報を送ることと、ここにおいて、前記ＯＴＤＯＡ支
援情報は、前記サーバによってサービス提供されるセルのサブセットにおける少なくとも
１つのセルに関するアンテナ交換支援情報を含む測位基準信号（ＰＲＳ）支援情報を備え
る、
　を備える非一時的なコンピュータ可読媒体。
　［Ｃ１８］
　前記アンテナ交換支援情報は、１つまたは複数のブーリアンパラメータをさらに備え、
前記１つまたは複数のブーリアンパラメータの各々は、
　前記サーバによってサービス提供されるセルの前記サブセットにおける対応するセルに
対応し、
　物理送信アンテナ要素交換が、前記対応するセルのためのＰＲＳ測位オケージョン間で
生じるかどうかを示す、
　Ｃ１７に記載のコンピュータ可読媒体。
　［Ｃ１９］
　前記アンテナ交換支援情報は、アンテナ交換間隔に関連する情報をさらに備え、前記ア
ンテナ交換間隔は、前記物理送信アンテナ要素が交換される前に、前記少なくとも１つの
セルにおける物理送信アンテナ要素上で送信される連続的なＰＲＳ測位オケージョンの数
の観点から指定される、Ｃ１７に記載のコンピュータ可読媒体。
　［Ｃ２０］
　前記アンテナ交換支援情報は、
　アンテナ交換パターン情報、または
　アンテナミューティングパターン情報、
　のうちの少なくとも１つをさらに備える、Ｃ１９に記載のコンピュータ可読媒体。
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　［Ｃ２１］
　前記アンテナ交換支援情報は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測位プロトコ
ル（ＬＰＰ）またはＬＰＰ拡張子（ＬＰＰｅ）メッセージを使用して提供される、Ｃ１７
に記載のコンピュータ可読媒体。
　［Ｃ２２］
　モバイル局（ＭＳ）で観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報を受信することと、ここ
において、前記ＯＴＤＯＡ支援情報は、少なくとも１つのセルに関するアンテナ交換支援
情報を含む測位基準信号（ＰＲＳ）支援情報を備える、
　物理送信アンテナ要素交換は、前記受信されたアンテナ交換支援情報に少なくとも部分
的に基づいて、前記少なくとも１つのセルによって使用されるかどうかを決定することと
、
　物理送信アンテナ要素交換が前記少なくとも１つのセルによって使用される場合、単一
のＰＲＳ測位オケージョン中の前記ＭＳにおける測定に基づいて決定される到達時間（Ｔ
ＯＡ）値のセットからＰＲＳに関するＴＯＡ値を選択することと、ここにおいて、前記Ｐ
ＲＳは前記ＭＳによって受信され、前記選択されたＴＯＡ値は、ＴＯＡ値の前記セットに
おける他のＴＯＡ値よりも、前記ＰＲＳのソースと前記ＭＳとの間のより短い距離を示す
、
　を備える方法。
　［Ｃ２３］
　前記アンテナ交換支援情報は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測位プロトコ
ル（ＬＰＰ）またはＬＰＰ拡張子（ＬＰＰｅ）メッセージを使用して提供される、Ｃ２２
に記載の方法。
　［Ｃ２４］
　前記ＯＴＤＯＡ支援情報は、前記少なくとも１つのセルのための位置サーバによって送
信される、Ｃ２２に記載の方法。
　［Ｃ２５］
　前記選択されたＴＯＡ値および前記ＯＴＤＯＡ支援情報に部分的に基づいて、前記ＭＳ
の位置を決定すること、をさらに備える、Ｃ２２に記載の方法。
　［Ｃ２６］
　測位基準信号（ＰＲＳ）および観測到達時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報を受信する能力
を有するトランシーバと、ここにおいて、前記ＯＴＤＯＡ支援情報は、少なくとも１つの
セルに関するアンテナ交換支援情報を含むＰＲＳ支援情報を備える、
　前記トランシーバに結合されたプロセッサとを備え、前記プロセッサは、
　物理送信アンテナ要素交換が、前記受信されたアンテナ交換支援情報に少なくとも部分
的に基づいて、前記少なくとも１つのセルによって使用されるかどうかを決定し、
　単一のＰＲＳ測位オケージョン中の測定に基づいて決定される到達時間（ＴＯＡ）値の
セットからＰＲＳに関するＴＯＡ値を選択することと、ここにおいて、物理送信アンテナ
要素交換が前記少なくとも１つのセルによって使用される場合、前記ＰＲＳはモバイル局
（ＭＳ）によって受信され、前記選択されたＴＯＡ値は、ＴＯＡ値の前記セットにおける
他のＴＯＡ値よりも、前記ＰＲＳのソースと前記ＭＳとの間のより短い距離を示す、
　を備えるモバイル局（ＭＳ）。
　［Ｃ２７］
　前記アンテナ交換支援情報は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測位プロトコ
ル（ＬＰＰ）またはＬＰＰ拡張子（ＬＰＰｅ）メッセージを使用して提供される、Ｃ２６
に記載のモバイル局。
　［Ｃ２８］
　前記プロセッサは、前記選択されたＴＯＡ値および前記ＯＴＤＯＡ支援情報に部分的に
基づいて、前記ＭＳの位置を決定するようにさらに構成される、Ｃ２６に記載のモバイル
局。
　［Ｃ２９］
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　トランシーバ手段と、ここにおいて、前記トランシーバ手段は、測位基準信号（ＰＲＳ
）および観測到達時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報を受信するためのものであり、ここにお
いて、前記ＯＴＤＯＡ支援情報は、少なくとも１つのセルに関するアンテナ交換支援情報
を含むＰＲＳ支援情報を備える、
　前記トランシーバ手段に結合された処理する手段とを備え、前記処理する手段は、
　物理送信アンテナ要素交換が前記受信されたアンテナ交換支援情報に少なくとも部分的
に基づいて、前記少なくとも１つのセルによって使用されるかどうかを決定するための手
段と、
　単一のＰＲＳ測位オケージョン中の測定に基づいて決定される到達時間（ＴＯＡ）値の
セットからＰＲＳに関するＴＯＡ値を選択するための手段と、ここにおいて、物理送信ア
ンテナ要素交換が前記少なくとも１つのセルによって使用される場合、前記ＰＲＳはモバ
イル局（ＭＳ）によって受信され、前記選択されたＴＯＡ値は、ＴＯＡ値の前記セットに
おける他のＴＯＡ値よりも、前記ＰＲＳのソースと前記ＭＳとの間のより短い距離を示す
、
　を備えるモバイル局。
　［Ｃ３０］
　前記アンテナ交換支援情報は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測位プロトコ
ル（ＬＰＰ）またはＬＰＰ拡張子（ＬＰＰｅ）メッセージを使用して提供される、Ｃ２９
に記載のモバイル局。
　［Ｃ３１］
　前記処理する手段は、前記選択されたＴＯＡ値および前記ＯＴＤＯＡ支援情報に部分的
に基づいて、前記ＭＳの位置を決定するための手段をさらに備える、Ｃ２９に記載のモバ
イル局。
　［Ｃ３２］
　プロセッサによって実行されるときに方法におけるステップを実行する命令を備える、
非一時的なコンピュータ可読媒体であって、前記ステップは、
　モバイル局（ＭＳ）で観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報を受信することと、ここ
において、前記ＯＴＤＯＡ支援情報は、少なくとも１つのセルに関するアンテナ交換支援
情報を含む測位基準信号（ＰＲＳ）支援情報を備える、
　物理送信アンテナ要素交換は、前記受信されたアンテナ交換支援情報に少なくとも部分
的に基づいて、前記少なくとも１つのセルによって使用されるかどうかを決定することと
、
　物理送信アンテナ要素交換が前記少なくとも１つのセルによって使用される場合、単一
のＰＲＳ測位オケージョン中の前記ＭＳにおける測定に基づいて決定される到達時間（Ｔ
ＯＡ）値のセットからＰＲＳに関するＴＯＡ値を選択することと、ここにおいて、前記Ｐ
ＲＳは前記ＭＳによって受信され、前記選択されたＴＯＡ値は、ＴＯＡ値の前記セットに
おける他のＴＯＡ値よりも、前記ＰＲＳのソースと前記ＭＳとの間のより短い距離を示す
、
　を備える非一時的なコンピュータ可読媒体。
　［Ｃ３３］
　前記アンテナ交換支援情報は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測位プロトコ
ル（ＬＰＰ）またはＬＰＰ拡張子（ＬＰＰｅ）メッセージを使用して提供される、Ｃ３２
に記載のコンピュータ可読媒体。
　［Ｃ３４］
　前記ＯＴＤＯＡ支援情報は、前記少なくとも１つのセルのための位置サーバによって送
信される、Ｃ３２に記載のコンピュータ可読媒体。
　［Ｃ３５］
　前記選択されたＴＯＡ値および前記ＯＴＤＯＡ支援情報に部分的に基づいて、前記ＭＳ
の位置を決定すること、をさらに備える、Ｃ３２に記載のコンピュータ可読媒体。
　［Ｃ３６］
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　単一のセルにサービス提供する複数の物理送信アンテナ要素を備えるシステムのための
測位基準信号（ＰＲＳ）シーケンスを生成する方法であって、
　前記複数の物理送信アンテナ要素のサブセットに特異の物理アンテナポート（ＰＡＰ）
識別子（ＩＤ）を割り当てることと、
　前記複数の物理送信アンテナ要素の前記サブセットのためのＰＲＳシーケンスを生成す
ることと、ここにおいて、各ＰＲＳシーケンスは、前記複数の物理送信アンテナ要素の前
記サブセットにおける１つの物理送信アンテナ要素に対応し、関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、対
応する物理送信アンテナ要素のためのＰＲＳシーケンスを生成するために使用される長さ
３１ゴールドシーケンスのためのシードに追加され、前記関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、前記対
応する物理送信アンテナ要素のＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）に基づく、
　を備える方法。
　［Ｃ３７］
　前記複数の物理送信アンテナ要素は、分散型アンテナシステム（ＤＡＳ）を備える、Ｃ
３６に記載の方法。
　［Ｃ３８］
　前記複数の物理送信アンテナ要素は、遠隔ラジオヘッド（ＲＲＨ）を使用して実現され
る、Ｃ３６に記載の方法。
　［Ｃ３９］
　前記ＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）は、位置サーバによって、前記対応する物理送信アンテナ要素
に関する観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報の一部として送信される、Ｃ３６に記載
の方法。
　［Ｃ４０］
　前記ＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）は、モバイル局で複製のＰＲＳシーケンスを生成する能力を示
す受信された情報に少なくとも部分的に基づいて、前記対応する物理送信アンテナ要素に
関する前記観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報の一部として送信される、Ｃ３９に記
載の方法。
　［Ｃ４１］
　前記複数の物理送信アンテナ要素の前記サブセットにおける前記複数の物理送信アンテ
ナ要素のうちの少なくとも１つに関してｆ（ＰＡＰｈ）＝０である、Ｃ３６に記載の方法
。
　［Ｃ４２］
　通信インタフェースと、ここにおいて、前記通信インタフェースは、モバイル局（ＭＳ
）に観測到達時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報を送るためのものであり、ＯＴＤＯＡ支援情
報は、物理アンテナポート（ＰＡＰ）識別子（ＩＤ）を備える、
　前通信インタフェースに結合されたプロセッサとを備え、前記プロセッサは、
　単一のセルにサービス提供する複数の物理送信アンテナ要素の各々に特異のＰＡＰ　Ｉ
Ｄを割り当て、
　前記複数の物理送信アンテナ要素のサブセットのためのＰＲＳシーケンスを生成する、
ここにおいて、各ＰＲＳシーケンスは、前記複数の物理送信アンテナ要素の前記サブセッ
トにおける１つの物理送信アンテナ要素に対応し、関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、対応する物理
送信アンテナ要素のためのＰＲＳシーケンスを生成するために使用される長さ３１ゴール
ドシーケンスのためのシードに追加され、前記関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、前記対応する物理
送信アンテナ要素のＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）に基づく、
　ように構成される、装置。
　［Ｃ４３］
　前記複数の物理送信アンテナ要素は、分散型アンテナシステム（ＤＡＳ）を備える、Ｃ
４２に記載の装置。
　［Ｃ４４］
　前記複数の物理送信アンテナ要素は、遠隔ラジオヘッド（ＲＲＨ）を使用して実現され
る、Ｃ４２に記載の装置。
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　［Ｃ４５］
　前記装置は位置サーバである、Ｃ４２に記載の装置。
　［Ｃ４６］
　前記プロセッサは、前記ＭＳで複製のＰＲＳシーケンスを生成する能力を示す受信され
た情報に少なくとも部分的に基づいて、前記対応する物理送信アンテナ要素に関する前記
観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報の一部として前記ＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）を含むよう
にさらに構成される、Ｃ４５に記載の装置。
　［Ｃ４７］
　前記複数の物理送信アンテナ要素の前記サブセットにおける前記物理送信アンテナ要素
のうちの少なくとも１つに関してｆ（ＰＡＰｈ）＝０である、Ｃ４２に記載の装置。
　［Ｃ４８］
　通信手段と、前記通信手段は、モバイル局（ＭＳ）に観測到達時間差（ＯＴＤＯＡ）支
援情報を送るように構成され、ＯＴＤＯＡ支援情報は、物理アンテナポート（ＰＡＰ）識
別子（ＩＤ）を備える、
　前記通信手段に結合された処理する手段とを備え、前記処理する手段は、
　単一のセルにサービス提供する複数の物理送信アンテナ要素の各々に特異のＰＡＰ　Ｉ
Ｄを割り当てるための手段と、
　前記複数の物理送信アンテナ要素のサブセットのためのＰＲＳシーケンスを生成するた
めの手段と、ここにおいて、各ＰＲＳシーケンスは、前記複数の物理送信アンテナ要素の
前記サブセットにおける１つの物理送信アンテナ要素に対応し、関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、
対応する物理送信アンテナ要素のためのＰＲＳシーケンスを生成するために使用される長
さ３１ゴールドシーケンスのためのシードに追加され、前記関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、前記
対応する物理送信アンテナ要素のＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）に基づく、
　をさらに備える、装置。
　［Ｃ４９］
　前記複数の物理送信アンテナ要素は、分散型アンテナシステム（ＤＡＳ）を備える、Ｃ
４８に記載の装置。
　［Ｃ５０］
　前記複数の物理送信アンテナ要素は、遠隔ラジオヘッド（ＲＲＨ）を使用して実現され
る、Ｃ４８に記載の装置。
　［Ｃ５１］
　前記装置は位置サーバである、Ｃ４８に記載の装置。
　［Ｃ５２］
　前記処理する手段は、前記ＭＳで複製のＰＲＳシーケンスを生成する能力を示す受信さ
れた情報に少なくとも部分的に基づいて、前記対応する物理送信アンテナ要素に関する前
記観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報の一部として前記ＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）をさらに
含む、Ｃ５１に記載の装置。
　［Ｃ５３］
　前記複数の物理送信アンテナ要素の前記サブセットにおける前記物理送信アンテナ要素
のうちの少なくとも１つに関してｆ（ＰＡＰｈ）＝０である、Ｃ４８に記載の装置。
　［Ｃ５４］
　プロセッサによって実行されるときに、単一のセルにサービス提供する複数の物理送信
アンテナ要素を備えるシステムのための測位基準信号（ＰＲＳ）シーケンスを生成する方
法におけるステップを実行する命令を備える非一時的なコンピュータ可読媒体であって、
前記ステップは、
　前記複数の物理送信アンテナ要素のサブセットに特異の物理アンテナポート（ＰＡＰ）
識別子（ＩＤ）を割り当てることと、
　前記複数の物理送信アンテナ要素の前記サブセットのためのＰＲＳシーケンスを生成す
ることと、ここにおいて、各ＰＲＳシーケンスは、前記複数の物理送信アンテナ要素の前
記サブセットにおける１つの物理送信アンテナ要素に対応し、関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、対
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応する物理送信アンテナ要素のためのＰＲＳシーケンスを生成するために使用される長さ
３１ゴールドシーケンスのためのシードに追加され、前記関数ｆ（ＰＡＰｈ）は、前記対
応する物理送信アンテナ要素のＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）に基づく、
　を備える非一時的なコンピュータ可読媒体。
　［Ｃ５５］
　前記複数の物理送信アンテナ要素は、分散型アンテナシステム（ＤＡＳ）を備える、Ｃ
５４に記載のコンピュータ可読媒体。
　［Ｃ５６］
　前記複数の物理送信アンテナ要素は、遠隔ラジオヘッド（ＲＲＨ）を使用して実現され
る、Ｃ５４に記載のコンピュータ可読媒体。
　［Ｃ５７］
　前記ＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）は、位置サーバによって、前記対応する物理送信アンテナ要素
に関する観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報の一部として送信される、Ｃ５４に記載
のコンピュータ可読媒体。
　［Ｃ５８］
　前記ＰＡＰ　ＩＤ（ｈ）は、モバイル局で複製のＰＲＳシーケンスを生成する能力を示
す受信された情報に少なくとも部分的に基づいて、前記対応する物理送信アンテナ要素に
関する前記観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）支援情報の一部として送信される、Ｃ５７に記
載のコンピュータ可読媒体。
　［Ｃ５９］
　前記複数の物理送信アンテナ要素の前記サブセットにおける前記物理送信アンテナ要素
のうちの少なくとも１つに関してｆ（ＰＡＰｈ）＝０である、Ｃ５４に記載のコンピュー
タ可読媒体。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図３Ｂ】

【図４】 【図５Ａ】
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【図５Ｂ】 【図６Ａ】

【図６Ｂ】 【図７Ａ】
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【図７Ｂ】 【図７Ｃ】

【図８】 【図９】
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